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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ステープルが装填されるマガジンを有したマガジンユニットと、
　前記マガジンに収納されたステープルを打ち出すドライバを有したドライバユニットと
、
　前記ドライバユニットで打ち出され、用紙を貫通したステープルの針足を折り曲げるク
リンチャユニットを備え、
　前記クリンチャユニットは、
　前記ステープルの２本の針足をそれぞれ折り曲げる一対のクリンチャと、
　一対の前記クリンチャを支持するクリンチャホルダと、
　前記クリンチャホルダを押し上げる力を加えるリターンバネを備え、
　前記クリンチャホルダは、前記クリンチャホルダの下降のロック及びロックの解除を行
うスライダと接する側に、前記リターンバネに押し上げられる力を受ける受け部を備え、
　前記クリンチャホルダに対して一方の側に前記スライダが配置されて、前記クリンチャ
ホルダの一方の側が前記スライダと接すると共に、
　前記クリンチャホルダに対して他方の側に前記リターンバネが配置され、前記クリンチ
ャホルダの一方の側に設けられる前記受け部で前記リターンバネの力を受け、
　ステープルが用紙を貫通する荷重を受けることで規定される前記クリンチャホルダの向
きに合わせて、前記リターンバネで押し上げられる力を前記クリンチャホルダに掛ける
　ことを特徴とするステープラ。
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【請求項２】
　前記クリンチャホルダは、前記受け部の反対側に、前記リターンバネでの押し上げによ
る移動を規制する高さ規制部を備えた
　ことを特徴とする請求項１に記載のステープラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、可動するクリンチャを備えたステープラに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、綴じ枚数の多い用紙を綴じる中、大型のステープラや、用紙の裏面側でステー
プルの針足を用紙の裏面に沿って直線状に折り曲げるステープラでは、ステープルが用紙
を貫通した後に、ステープルの針足を折り曲げるクリンチャ機構が採用されている例があ
る。
【０００３】
　このようなクリンチャ機構は、用紙を貫通したステープルの２本の針足に対応するよう
に、回転可能な一対のクリンチャと、クリンチャの昇降動作でクリンチャを押し上げる方
向に回転させるクリンチャ受を備える。また、クリンチャの待機位置でのロック及びロッ
クの解除を行うスライダと、ハンドルの動きをスライダに伝達するリンクを備える（例え
ば、特許文献１及び特許文献２参照）。
【０００４】
　従来のクリンチャでは、ハンドルを押す動作でステープルが用紙を貫通すると、リンク
の動きがスライダに伝達され、クリンチャが回転可能に取り付けられているクリンチャホ
ルダのロックが解除される。
【０００５】
　クリンチャホルダのロックが解除されると、用紙を押圧する力でクリンチャホルダが押
されて下降し、クリンチャホルダの下降に伴い、一対のクリンチャがクリンチャ受に押し
上げられて上方へ回転し、ステープルの針足を折り曲げている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】実公平６－０１６６６４号公報
【特許文献２】特開２００９－０７２８４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　クリンチャを可動させるステープラでは、クリンチャが取り付けられたクリンチャホル
ダが、リターンバネにより上方に押し上げられる力を受けている。クリンチャホルダの昇
降をロックするスライダは、通常、クリンチャより後方に設けられている。
【０００８】
　中、大型のステープラでは、大きな力を掛けられるようにするため、クリンチャの前方
にもハンドルが延在する構成であることが多く、クリンチャホルダを押し上げるリターン
バネが、スライダを避けてクリンチャの前方に取り付けられている。
【０００９】
　このため、クリンチャホルダは、前側がリターンバネに押し上げられる力を受ける。ま
た、ステープルが用紙を貫通する際の荷重で、後側がスライダに押し上げられる力を受け
るので、スライダを支点にしてクリンチャホルダが前側に傾く現象が起きる。
【００１０】
　これにより、従来のステープルは、待機状態では、クリンチャホルダが後傾した状態で
、ステープルが用紙を貫通する際の荷重で前傾した状態に変化する。しかし、貫通荷重が
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掛かる前後でクリンチャホルダの傾きが変化すると、用紙の位置がずれ、用紙の位置がず
れることで用紙を貫通している間に用紙内で針足が前後にずれ、用紙を針足が貫通せずに
綴じられない場合があった。また、特許文献２に記載されたステープラにおいては、クリ
ンチャフレーム、クリンチャカバー自体が大型化してコスト大となる問題を招くことがあ
った。
【００１１】
　本発明は、このような課題を解決するためになされたもので、ステープルが用紙を確実
に貫通できるようにしたステープラを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上述した課題を解決するため、本発明は、ステープルが装填されるマガジンを有したマ
ガジンユニットと、マガジンに収納されたステープルを打ち出すドライバを有したドライ
バユニットと、ドライバユニットで打ち出され、用紙を貫通したステープルの針足を折り
曲げるクリンチャユニットを備え、クリンチャユニットは、ステープルの２本の針足をそ
れぞれ折り曲げる一対のクリンチャと、一対のクリンチャを支持するクリンチャホルダと
、クリンチャホルダを押し上げる力を加えるリターンバネを備え、クリンチャホルダは、
クリンチャホルダの下降のロック及びロックの解除を行うスライダと接する側に、リター
ンバネに押し上げられる力を受ける受け部を備え、クリンチャホルダに対して一方の側に
スライダが配置されて、クリンチャホルダの一方の側がスライダと接すると共に、クリン
チャホルダに対して他方の側にリターンバネが配置され、クリンチャホルダの一方の側に
設けられる受け部でリターンバネの力を受け、ステープルが用紙を貫通する荷重を受ける
ことで規定されるクリンチャホルダの向きに合わせて、リターンバネで押し上げられる力
をクリンチャホルダに掛けるステープラである。
【００１３】
　本発明のステープラでは、待機状態におけるクリンチャホルダの向きが、ステープルが
用紙を貫通する際に掛かる荷重で決まるクリンチャホルダの向きに合わせられる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明のステープラでは、ステープルの貫通荷重が掛かる前後で、クリンチャホルダの
向きが変わらないので、用紙のずれを抑えることができ、ステープルの針足を確実に貫通
させることができる。
【００１５】
　これにより、用紙を貫通したステープルの針足を折り曲げて、用紙を確実に綴じること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本実施の形態のステープラの内部構成の詳細を示す側断面図である。
【図２】本実施の形態のステープラの内部構成を示す側断面図である。
【図３】カバーを外した状態での本実施の形態のステープラの側面図である。
【図４】カバーを外した状態での本実施の形態のステープラの内部構成を示す側断面図で
ある。
【図５】本実施の形態のステープラの内部構成を示す斜視図である。
【図６】本実施の形態のステープラの内部構成を示す斜視図である。
【図７】本実施の形態のステープラの内部構成を示す一部破断斜視図である。
【図８】本実施の形態のステープラの外観を示す側面図である。
【図９】本実施の形態のステープラの外観を示す斜視図である。
【図１０】本実施の形態のステープラの外観を示す斜視図である。
【図１１】本実施の形態のステープラで用いられるステープルの一例を示す説明図である
。
【図１２】本実施の形態の下ハンドルユニットの一例を示す分解斜視図である。
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【図１３】本実施の形態のクリンチャユニットの一例を示す分解斜視図である。
【図１４】本実施の形態の上ハンドルユニットの一例を示す分解斜視図である。
【図１５】クリンチャユニットの一例を示す正面図である。
【図１６】クリンチャユニットの一例を示す要部平面図である。
【図１７】クリンチャユニットの一例を示す要部側面図である。
【図１８】クリンチャユニットの一例を示す外観斜視図である。
【図１９】クリンチャユニットを待機位置で保持する構成を示す要部斜視図である。
【図２０】クリンチャユニットを待機位置で保持する構成を示す要部側面図である。
【図２１】クリンチャを保持する仕切り板の一例を示す構成図である。
【図２２】マガジンの一例を示す要部側断面図である。
【図２３】マガジンの一例を示す要部側断面図である。
【図２４】ステープルガイドの一例を示す要部斜視図である。
【図２５】ステープルホルダの一例を示す斜視図である。
【図２６】ステープルホルダの取付例を示す正面断面図である。
【図２７】ステープルホルダの取付例を示す側断面図である。
【図２８】ロック機構の一例を示す側断面図である。
【図２９】ロック機構の一例を示す要部平面断面図である。
【図３０】フロントカバーの一例を示す斜視図である。
【図３１】本実施の形態のステープラで用紙を綴じる動作を示す側断面図である。
【図３２】本実施の形態のステープラで用紙を綴じる動作を示す斜視図である。
【図３３】本実施の形態のステープラにおけるステープルの打ち出し動作の一例を示す動
作説明図である。
【図３４】スライダの動作の一例を示す要部側面図である。
【図３５】変形例のステープラで用紙を綴じる動作を示す側断面図である。
【図３６】クリンチャユニットの動作の一例を示す動作説明図である。
【図３７】クリンチャユニットの動作の一例を示す動作説明図である。
【図３８】クリンチャユニットの動作の一例を示す動作説明図である。
【図３９】クリンチャユニットの変形例を示す分解斜視図である。
【図４０】変形例のクリンチャユニットの動作の一例を示す動作説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面を参照して、本発明のステープラの実施の形態について説明する。図１は、
本実施の形態のステープラの内部構成の詳細を示す側断面図、図２は、本実施の形態のス
テープラの内部構成を示す側断面図、図３は、カバーを外した状態での本実施の形態のス
テープラの側面図、図４は、カバーを外した状態での本実施の形態のステープラの内部構
成を示す側断面図である。
【００１８】
　また、図５及び図６は、本実施の形態のステープラの内部構成を示す斜視図、図７は、
本実施の形態のステープラの内部構成を示す一部破断斜視図である。更に、図８は、本実
施の形態のステープラの外観を示す側面図、図９及び図１０は、本実施の形態のステープ
ラの外観を示す斜視図である。また、図１１は、本実施の形態のステープラで用いられる
ステープルの一例を示す説明図である。
【００１９】
　＜本実施の形態のステープラで使用されるステープルの構成例＞
　本実施の形態のステープラ１Ａは、従前の針足の短いステープルに加え、針足の長いス
テープル１０を利用可能とすることで、用紙の綴じ枚数を増やせるようにしたものである
。
【００２０】
　ステープル１０は、図１１（ａ）に示すように、針クラウン１０ａと、針クラウン１０
ａの両端から一の方向に略平行となるように折り曲げられて構成される２本の針足１０ｂ
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を備え、複数本のステープル１０が接着で一体とされてステープル束が構成される。
【００２１】
　ステープル１０は、針クラウン１０ａの長さ（外寸）Ｌ１に対して、針足１０ｂの長さ
Ｌ２が略同等に構成される。そして、２本の針足１０ｂを、針クラウン１０ａに直交する
前後方向にずらして折り曲げられるようにする。これにより、図１１（ｂ），図１１（ｃ
）に示すように、最低の綴じ枚数である２枚の用紙Ｐを綴じた場合に、２本の針足１０ｂ
が重ならず、かつ、針足１０ｂの先端が、用紙Ｐの表面側の針クラウン１０ａより幅方向
の外に突出しないように構成される。
【００２２】
　＜本実施の形態のステープラの全体構成例＞
　ステープラ１Ａは、下ハンドルユニット１１ａと上ハンドルユニット１１ｂを備え、本
例では、下ハンドルユニット１１ａを机等の作業場所に置き、上ハンドルユニット１１ｂ
を押す形態で使用される。
【００２３】
　図１２は、本実施の形態の下ハンドルユニットの一例を示す分解斜視図、図１３は、本
実施の形態のクリンチャユニットの一例を示す分解斜視図である。下ハンドルユニット１
１ａは、用紙を貫通したステープル１０の針足１０ｂを曲げるクリンチャユニット２Ａと
、クリンチャユニット２Ａの待機位置でのロック及びロックの解除を行うスライダ３を備
える。また、下ハンドルユニット１１ａは、クリンチャユニット２Ａ及びスライダ３が取
り付けられる下ハンドルフレーム４を備える。
【００２４】
　図１４は、本実施の形態の上ハンドルユニットの一例を示す分解斜視図である。上ハン
ドルユニット１１ｂは、ステープル１０が収納されるマガジンユニット５と、マガジンユ
ニット５に収納されたステープル１０を打ち出すドライバユニット６を備える。また上ハ
ンドルユニット１１ｂは、マガジンユニット５に収納されたステープル１０を打ち出す力
をドライバユニット６に加えるハンドルユニット７を備える。
【００２５】
　＜クリンチャユニットの構成例＞
　図１５は、クリンチャユニットの一例を示す正面図、図１６は、クリンチャユニットの
一例を示す要部平面図、図１７は、クリンチャユニットの一例を示す要部側面図、図１８
は、クリンチャユニットの一例を示す外観斜視図である。
【００２６】
　また、図１９は、クリンチャユニットを待機位置で保持する構成を示す要部斜視図、図
２０は、クリンチャユニットを待機位置で保持する構成を示す要部側面図である。更に、
図２１は、クリンチャを保持する仕切り板の一例を示す構成図である。
【００２７】
　次に、各図を参照して、クリンチャユニット２Ａの構成について説明する。クリンチャ
ユニット２Ａは、用紙を貫通したステープル１０の針足１０ｂを折り曲げる一対のクリン
チャ２０Ｌ，２０Ｒと、クリンチャ２０Ｌとクリンチャ２０Ｒを支持するクリンチャホル
ダ２１を備える。
【００２８】
　クリンチャユニット２Ａは、クリンチャ２０Ｌとクリンチャ２０Ｒの回転動作でステー
プル１０の針足１０ｂを折り曲げる構成で、針足１０ｂの折り曲げを開始する動きとして
、クリンチャ２０Ｌとクリンチャ２０Ｒを近づける方向に移動させることで、針足１０ｂ
を内側に折り曲げる力を加えられるようにする。
【００２９】
　このため、クリンチャユニット２Ａは、クリンチャホルダ２１の昇降方向への移動をガ
イドすると共に、クリンチャ２０Ｌ，２０Ｒの回転及び離接する方向への移動をガイドす
るクリンチャ駆動機構としての一対のクリンチャリンク２２Ｌ，２２Ｒを備える。更に、
クリンチャユニット２Ａは、クリンチャホルダ２１の昇降動作でクリンチャ２０Ｌ，２０
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Ｒを押し上げるクリンチャ受２３を備える。
【００３０】
　また、クリンチャユニット２Ａは、クリンチャリンク２２Ｌ，２２Ｒを回転可能に支持
すると共に、クリンチャ２０Ｌ，２０Ｒが取り付けられたクリンチャホルダ２１の昇降方
向への移動をガイドするクリンチャフレーム２４を備える。更に、クリンチャユニット２
Ａは、クリンチャホルダ２１を押し上げるリターンバネ２５と、クリンチャ２０Ｌとクリ
ンチャ２０Ｒの間を仕切ると共に、クリンチャ２０Ｌ，２０Ｒの向きを保持する仕切り板
２６を備える。
【００３１】
　クリンチャユニット２Ａは、図１６に示すように、クリンチャ２０Ｌとクリンチャ２０
Ｒが、ステープル１０の針クラウン１０ａに沿った左右方向、及び針クラウン１０ａに対
して直交する前後方向に位置をずらして配置される。
【００３２】
　クリンチャ２０Ｌは、ステープル１０の一方の針足１０ｂに対向して配置され、針足１
０ｂに対向する上面に、図１７に示すように、前後方向に位置をずらして配置されるクリ
ンチャ２０Ｒに向けて下降する方向に傾斜したクリンチャ面２０Ｌａが形成される。また
、クリンチャ２０Ｌは、クリンチャ受２３に対向する一方の端部側の下面に、クリンチャ
受２３に押圧される押圧面２０Ｌｂが形成される。
【００３３】
　クリンチャ２０Ｌは、他方の端部側が、軸２０Ｌｃによりクリンチャリンク２２Ｌの上
端側に回転可能に支持されると共に、クリンチャホルダ２１に回転及び水平方向に移動可
能に支持される。
【００３４】
　クリンチャ２０Ｒは、ステープル１０の他方の針足１０ｂに対向して配置され、針足１
０ｂに対向する上面に、図１７に示すように、前後方向に位置をずらして配置されるクリ
ンチャ２０Ｌに向けて下降する方向に傾斜したクリンチャ面２０Ｒａが形成される。また
、クリンチャ２０Ｒは、クリンチャ受２３に対向する一方の端部側の下面に、クリンチャ
受２３に押圧される押圧面２０Ｒｂが形成される。
【００３５】
　クリンチャ２０Ｒは、他方の端部側が、軸２０Ｒｃによりクリンチャリンク２２Ｒの上
端側に回転可能に支持されると共に、クリンチャホルダ２１に回転及び水平方向に移動可
能に支持される。
【００３６】
　クリンチャホルダ２１は、ステープル１０の針クラウン１０ａに直交する前後方向に沿
って前側ホルダ２１ａと後側ホルダ２１ｂを備える。クリンチャホルダ２１は、前側ホル
ダ２１ａと後側ホルダ２１ｂが、仕切り板２６を挟んで重ねられたクリンチャ２０Ｌとク
リンチャ２０Ｒが挿入される空間を設けて対向する。クリンチャホルダ２１は、本例では
、板材を折り曲げて前側ホルダ２１ａと後側ホルダ２１ｂが形成される。
【００３７】
　クリンチャホルダ２１は、クリンチャ２０Ｌの軸２０Ｌｃが挿入されるガイド穴２１Ｌ
と、クリンチャ２０Ｒの軸２０Ｒｃが挿入されるガイド穴２１Ｒが、前側ホルダ２１ａと
後側ホルダ２１ｂに形成される。ガイド穴２１Ｌとガイド穴２１Ｒは、クリンチャ２０Ｌ
とクリンチャ２０Ｒが離接する方向に沿って水平方向の延在する長穴で構成される。
【００３８】
　クリンチャホルダ２１は、クリンチャ２０Ｌの軸２０Ｌｃがガイド穴２１Ｌに挿入され
ることで、クリンチャ２０Ｌを回転可能かつクリンチャ２０Ｒに対して離接する方向に移
動可能に支持する。また、クリンチャホルダ２１は、クリンチャ２０Ｒの軸２０Ｒｃがガ
イド穴２１Ｒに挿入されることで、クリンチャ２０Ｒを回転可能かつクリンチャ２０Ｌに
対して離接する方向に移動可能に支持する。
【００３９】
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　クリンチャホルダ２１は、クリンチャ２０Ｌ，２０Ｒに対して後方に位置し、スライダ
３が接する後側ホルダ２１ｂに、リターンバネ２５に押し上げられる力を受ける受け部２
１ｃが形成される。受け部２１ｃは、後側ホルダ２１ｂの左右両側の下面に形成され、リ
ターンバネ２５が下方から接して押し上げられる。
【００４０】
　また、クリンチャホルダ２１は、クリンチャ２０Ｌ，２０Ｒに対して前方に位置する前
側ホルダ２１ａに、リターンバネ２５での押し上げによる移動を規制する高さ規制部２１
ｄが形成される。高さ規制部２１ｄは、前側ホルダ２１ａの左右両側から側方へ突出して
形成される。
【００４１】
　クリンチャリンク２２Ｌは、下端側が軸２２Ｌａによりクリンチャフレーム２４に回転
可能に支持されると共に、上端側にクリンチャ２０Ｌが軸２０Ｌｃによって回転可能に支
持される。クリンチャ２０Ｌ及びクリンチャリンク２２Ｌは、クリンチャホルダ２１のガ
イド穴２１Ｌに、軸２０Ｌｃがガイド穴２１Ｌの長穴形状に沿って移動可能に挿入される
。
【００４２】
　クリンチャリンク２２Ｒは、下端側が軸２２Ｒａによりクリンチャフレーム２４に回転
可能に支持されると共に、上端側にクリンチャ２０Ｒが軸２０Ｒｃによって回転可能に支
持される。クリンチャ２０Ｒ及びクリンチャリンク２２Ｒは、クリンチャホルダ２１のガ
イド穴２１Ｒに、軸２０Ｒｃがガイド穴２１Ｒの長穴形状に沿って移動可能に挿入される
。
【００４３】
　これにより、クリンチャリンク２２Ｌは、クリンチャ２０Ｌを回転可能に支持すると共
に、クリンチャホルダ２１の昇降動作で、クリンチャ２０Ｌをクリンチャ２０Ｒに対して
離接する方向に移動させる。クリンチャリンク２２Ｒは、クリンチャ２０Ｒを回転可能に
支持すると共に、クリンチャホルダ２１の昇降動作で、クリンチャ２０Ｒをクリンチャ２
０Ｌに対して離接する方向に移動させる。
【００４４】
　クリンチャ受２３は、クリンチャホルダ２１の下降動作によって、前側ホルダ２１ａと
後側ホルダ２１ｂの間に入り、クリンチャ２０Ｌとクリンチャ２０Ｒを押圧する位置でク
リンチャフレーム２４に取り付けられる。
【００４５】
　クリンチャフレーム２４は、左右方向に沿った一方の側に、クリンチャリンク２２Ｌが
軸２２Ｌａにより回転可能に支持されると共に　左右方向に沿った他方の側に、クリンチ
ャリンク２２Ｒが軸２２Ｒａにより回転可能に支持される。
【００４６】
　クリンチャフレーム２４は、クリンチャホルダ２１の昇降動作をガイドするクリンチャ
ガイド２４ａを備える。クリンチャガイド２４ａは、クリンチャホルダ２１の前側ホルダ
２１ａと後側ホルダ２１ｂとの間の空間に合わせた幅を有し、前側ホルダ２１ａと後側ホ
ルダ２１ｂとの間に挿入される。これにより、クリンチャホルダ２１の前傾及び後傾が抑
えられながら、クリンチャホルダ２１の昇降動作がガイドされる。
【００４７】
　クリンチャリンク２２Ｌとクリンチャリンク２２Ｒは、クリンチャフレーム２４に支持
される下端側より狭い間隔で、上端側がクリンチャホルダ２１に支持される。クリンチャ
リンク２２Ｌは、クリンチャホルダ２１の昇降動作によって、軸２２Ｌａを支点に回転し
、クリンチャリンク２２Ｒは、クリンチャホルダ２１の昇降動作によって、軸２２Ｒａを
支点に回転する。
【００４８】
　クリンチャホルダ２１の昇降動作で、クリンチャリンク２２Ｌとクリンチャリンク２２
Ｒは、下端側の軸２２Ｌａと軸２２Ｒａの間隔は変化せず一定である。これに対して、上



(8) JP 5776380 B2 2015.9.9

10

20

30

40

50

端側の軸２０Ｌｃと軸２０Ｒｃの間隔は変化する。
【００４９】
　すなわち、クリンチャリンク２２Ｌとクリンチャリンク２２Ｒは、下端側より上端側の
間隔が狭く構成されることで、クリンチャホルダ２１の下降動作で、クリンチャリンク２
２Ｌは、軸２２Ｌａを支点に上端側がクリンチャリンク２２Ｒに近づく方向に回転する。
また、クリンチャホルダ２１の下降動作で、クリンチャリンク２２Ｒは、軸２２Ｒａを支
点に上端側がクリンチャリンク２２Ｌに近づく方向に回転する。
【００５０】
　また、クリンチャホルダ２１の上昇動作で、クリンチャリンク２２Ｌは、軸２２Ｌａを
支点に上端側がクリンチャリンク２２Ｒから離れる方向に回転する。また、クリンチャホ
ルダ２１の上昇動作で、クリンチャリンク２２Ｒは、軸２２Ｒａを支点に上端側がクリン
チャリンク２２Ｌから離れる方向に回転する。
【００５１】
　これにより、クリンチャホルダ２１の下降動作で、クリンチャリンク２２Ｌは、軸２０
Ｌｃがガイド穴２１Ｌに沿って移動し、クリンチャリンク２２Ｒは、軸２０Ｒｃがガイド
穴２１Ｒに沿って移動して、軸２０Ｌｃと軸２０Ｒｃの間隔が狭くなる。従って、クリン
チャホルダ２１の下降動作で、クリンチャ２０Ｌとクリンチャ２０Ｒが近づく方向に移動
する。
【００５２】
　また、クリンチャホルダ２１の上昇動作で、クリンチャリンク２２Ｌは、軸２０Ｌｃが
ガイド穴２１Ｌに沿って移動し、クリンチャリンク２２Ｒは、軸２０Ｒｃがガイド穴２１
Ｒに沿って移動して、軸２０Ｌｃと軸２０Ｒｃの間隔が広くなる。従って、クリンチャホ
ルダ２１の上昇動作で、クリンチャ２０Ｌとクリンチャ２０Ｒが離れる方向に移動する。
【００５３】
　次に、各図を参照して、クリンチャユニットを待機位置で保持する構成について説明す
る。リターンバネ２５は、本例ではねじりコイルバネで構成され、一方の端部である前端
側がクリンチャフレーム２４に固定される。また、リターンバネ２５は、図２０に示すよ
うに、後端側の一方の端部が、クリンチャホルダ２１の後側ホルダ２１ｂの左右の一方の
側の受け部２１ｃと接し、後端側の他方の端部が、後側ホルダ２１ｂの左右の他方の側の
受け部２１ｃと接する。
【００５４】
　クリンチャホルダ２１は、図１９に示すように、前側ホルダ２１ａの左右の一方の側の
高さ規制部２１ｄが、クリンチャフレーム２４にクリンチャリンク２２Ｌを支持する軸２
２Ｌａに接する。また、クリンチャホルダ２１は、前側ホルダ２１ａの左右の他方の側の
高さ規制部２１ｄが、クリンチャフレーム２４にクリンチャリンク２２Ｒを支持する軸２
２Ｒａに接する。
【００５５】
　これにより、クリンチャホルダ２１は、リターンバネ２５により受け部２１ｃが左右両
側で略均等な力を受けて、後側ホルダ２１ｂが押し上げられると共に、前側ホルダ２１ａ
で、左右の高さ規制部２１ｄによってリターンバネ２５での押し上げによる移動が規制さ
れる。
【００５６】
　クリンチャホルダ２１は、クリンチャ２０Ｌ，２０Ｒに対して後方に位置する後側ホル
ダ２１ｂがリターンバネ２５で押し上げられ、クリンチャ２０Ｌ，２０Ｒに対して前方に
位置する前側ホルダ２１ａが、軸２２Ｌａ，２２Ｒａで上方向への移動が規制される。
【００５７】
　これにより、クリンチャ２０Ｌ，２０Ｒが取り付けられたクリンチャホルダ２１は、リ
ターンバネ２５で押し上げられる待機状態で前傾した状態を保つ。なお、本例ではクリン
チャユニット２Ａの前側にリターンバネ２５を配置する構成としたが、クリンチャユニッ
ト２Ａの後側にリターンバネを配置し、後側ホルダ２１ｂに力を掛けるような構成として
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も良い。
【００５８】
　次に、各図を参照して、クリンチャ２０Ｌ，２０Ｒを待機状態の向きで保持する構成に
ついて説明する。仕切り板２６は、クリンチャ２０Ｌの軸２０Ｌｃが挿入される軸受け部
２６Ｌａと、クリンチャ２０Ｒの軸２０Ｒｃが挿入される軸受け部２６Ｒａを備える。
【００５９】
　仕切り板２６は、クリンチャ２０Ｌとクリンチャ２０Ｒの間に挿入され、軸２０Ｌｃと
軸２０Ｒｃに支持される。軸受け部２６Ｌａ，２６Ｒａは、クリンチャ２０Ｌ，２０Ｒの
離接する方向への移動に伴う軸２０Ｌｃ，２０Ｒｃの動きに合わせた長穴形状で構成され
る。
【００６０】
　仕切り板２６は、待機状態にあるクリンチャ２０Ｌのクリンチャ面２０Ｌａ、及びクリ
ンチャ２０Ｒのクリンチャ面２０Ｒａより上方に突出する仕切り部２６ｂを備える。また
、仕切り板２６は、クリンチャ２０Ｌ方向に折り曲げられたバネ部２６Ｌｃと、クリンチ
ャ２０Ｒ方向に折り曲げられたバネ部２５Ｒｃを備える。
【００６１】
　クリンチャ２０Ｌは、仕切り板２６のバネ部２６Ｌｃで側面が押圧され、クリンチャ２
０Ｒは、仕切り板２６のバネ部２６Ｒｃで側面が押圧されることで、クリンチャ２０Ｌと
クリンチャ２０Ｒは、待機状態での向きが保持される。
【００６２】
　＜下ハンドルユニットの構成例＞
　次に、各図を参照して、下ハンドルユニット１１ａの構成について説明する。下ハンド
ルユニット１１ａは、下ハンドルフレーム４が板金等で構成される。下ハンドルフレーム
４は、クリンチャユニット２Ａを構成するクリンチャフレーム２４が前方位置に取り付け
られる。また、下ハンドルフレーム４は、スライダ３がクリンチャユニット２Ａの後方に
取り付けられる。更に、下ハンドルフレーム４は、上ハンドルユニット１１ｂが取り付け
られる上ハンドル取付部４０が形成される。
【００６３】
　スライダ３は、クリンチャユニット２Ａと対向する前側に係止部３０が形成され、後側
にリンク受け部３１が形成される。スライダ３は、前後方向に沿ってスライド移動可能な
構成で下ハンドルフレーム４に取り付けられ、図示しないバネに押圧されて、クリンチャ
ユニット２Ａを構成するクリンチャホルダ２１の後側ガイド２１ｂが係止部３０に載る位
置まで前方に移動する。また、スライダ３は後方へ移動することで、係止部３０がクリン
チャホルダ２１の後側ガイド２１ｂから外れる。
【００６４】
　下ハンドルユニット１１ａは、クリンチャユニット２Ａ及びスライダ３が取り付けられ
た下ハンドルフレーム４に、下ハンドルフレーム４を覆う形状を有した下ハンドルカバー
４１が取り付けられる。
【００６５】
　また、下ハンドルユニット１１ａは、クリンチャユニット２Ａを覆うクリンチャカバー
４２が下ハンドルカバー４１に取り付けられる。クリンチャカバー４２は、クリンチャユ
ニット２Ａを構成するクリンチャ２０Ｌ及びクリンチャ２０Ｒと、クリンチャ２０Ｌ，２
０Ｒに挟まれた仕切り板２６と、クリンチャ２０Ｌ，２０Ｒが取り付けられたクリンチャ
ホルダ２１が露出する開口を有する。クリンチャカバー４２は、クリンチャホルダ２１の
昇降動作に連動して昇降する構成を有して、下ハンドルカバー４１に取り付けられる。
【００６６】
　更に、下ハンドルユニット１１ａは、用紙の位置を規制する用紙ガイド４３が、下ハン
ドルカバー４１に取り付けられる。用紙ガイド４３は、前後方向に沿ってスライド移動可
能な構成で下ハンドルカバー４１に取り付けられ、用紙が用紙ガイド４３に突き当てられ
ることで、ステープル１０で綴じる位置が調整可能に構成される。
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【００６７】
　＜マガジンユニットの構成例＞
　マガジンユニット５は、図１４に示すように、ステープル１０が装填されるマガジン５
０と、ステープル１０の装填のために、マガジン５０を引き出し可能に収納するマガジン
ガイド５１を備える。
【００６８】
　図２２及び図２３は、マガジンの一例を示す要部側断面図、図２４は、ステープルガイ
ドの一例を示す要部斜視図、図２５は、ステープルホルダの一例を示す斜視図であり、次
に、各図を参照してマガジン５０の構成について説明する。
【００６９】
　マガジン５０は、ステープル１０をガイドするステープルガイド５２と、ドライバユニ
ット６で打ち出される１本に分離されたステープル１０の形状を保持するステープルホル
ダ５３を備える。
【００７０】
　マガジン５０は、上面が開口してステープル１０が装填可能な空間が形成され、ステー
プル１０が押し付けられるマガジン前壁５０ａの下部に、１本に分離されたステープル１
０が通る寸法で開口部５０ｂが形成される。また、マガジン５０は、対向するマガジン側
壁５０ｃの内寸が、ステープル１０の針クラウン１０ａの外寸より若干広く構成される。
【００７１】
　ステープルガイド５２は、マガジン５０の内側の空間に取り付けられる。マガジン５０
とステープルガイド５２の間には、コイルスプリング５０ｄが取り付けられ、ステープル
ガイド５２がマガジン前壁５０ａ方向に押圧される。
【００７２】
　ステープルガイド５２は、ステープル１０の針クラウン１０ａの内寸より若干幅が狭く
構成され、マガジン側壁５０ｃとステープルガイド５２の間に、ステープル１０の針足１
０ｂが挿入可能な空間が設けられる。
【００７３】
　ステープルガイド５２は、図２３に示すように、ステープル１０を１本に分離するため
のせん断力を与えるせん断ガイド部５２ａと、１本に分離されたステープル１０をマガジ
ン前壁５０ａに押圧する押圧ガイド部５２ｂと、ステープル１０の針足１０ｂを幅方向に
ガイドする幅ガイド部５２ｃを備える。
【００７４】
　せん断ガイド部５２ａは、ステープルガイド５２の前端側上面とマガジン前壁５０ａと
の間に、１本のステープル１０の針線幅ｔｓ１より広く、２本分のステープル１０の針線
幅より狭い間隔ｔ１が形成される斜面を設けて形成される。
【００７５】
　押圧ガイド部５２ｂは、幅ガイド部５２ｃがマガジン前壁５０ａに接している状態で、
マガジン前壁５０ａとの間隔ｔ２が、１本のステープル１０の針線幅より若干狭く構成さ
れ、押圧ガイド部５２ｂとマガジン前壁５０ａとの間を通るステープル１０が、押圧ガイ
ド部５２ｂでマガジン前壁５０ａに押圧される。
【００７６】
　ここで、図１１（ａ）に示すような針足１０ｂが長いステープル１０が使用される場合
に、針足１０ｂの先端が用紙に到達する前に、針クラウン１０ａが押圧ガイド部５２ｂで
ガイドされるように、せん断ガイド部５２ａの高さｔ３が設定される。
【００７７】
　幅ガイド部５２ｃは、１本のステープル１０の針線幅より若干小さい寸法で、押圧ガイ
ド部５２ｂから前方に突出する。また、図２４に示すように、左右一対の幅ガイド部５２
ｃは、ステープル１０の針クラウン１０ａの内寸と略同じ幅で構成され、ステープルガイ
ド５２から左右に突出する。
【００７８】
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　ステープルホルダ５３は、１本に分離されたステープル１０の針クラウン１０ａの形状
を保持する針クラウンガイド部５３ａを備える。ステープルホルダ５３は、ステープルガ
イド５２の前端部に取り付けられ、左右一対の押圧ガイド部５２ｂの間に針クラウンガイ
ド部５３ａが配置され、針クラウンガイド部５３ａがマガジン５０のマガジン前壁５０ａ
と対向する。
【００７９】
　ステープルホルダ５３は、針クラウンガイド部５３ａとマガジン前壁５０ａとの間隔が
、針クラウンガイド部５３ａの上端側から下端側に向けて狭くなる方向に、針クラウンガ
イド部５３ａが傾斜し、針クラウンガイド部５３ａの下端がマガジン前壁５０ａと接触す
る。
【００８０】
　ステープルホルダ５３は、弾性を有する材質で構成され、１本に分離されたステープル
１０がマガジン前壁５０ａとステープルガイド５２の間を通過すると、針クラウン１０ａ
に押されて針クラウンガイド部５３ａが弾性変形することで、針クラウン１０ａを押し上
げられる方向に力が加えられ、針クラウン１０ａの変形が抑えられる。
【００８１】
　図２６は、ステープルホルダの取付例を示す正面断面図、図２７は、ステープルホルダ
の取付例を示す側断面図で、次に、各図を参照して、ステープルホルダ５３を取り付ける
構成について説明する。ステープルホルダ５３は、幅方向に沿った左右の一方の側部に取
付凸部５３Ｌが形成されると共に、他方の側部に取付凸部５３Ｒが形成される。
【００８２】
　ステープルホルダ５３は、取付凸部５３Ｌと取付凸部５３Ｒの一方には２個以上、他方
には１個以上設けられることが好ましく、本例では、ステープルホルダ５３の左右の側部
のそれぞれ２箇所に、取付凸部５３Ｌと取付凸部５３Ｒが対称の配置で側方に突出して形
成される。
【００８３】
　ステープルガイド５２は、幅方向に沿った左右の一方の側部に、ステープルホルダ５３
の取付凸部５３Ｌが挿入される取付開口部５２Ｌが形成され、他方の側部に、ステープル
ホルダ５３の取付凸部５３Ｒが挿入される取付開口部５２Ｒが形成される。
【００８４】
　ステープルガイド５２とステープルホルダ５３は、所定の挿入位置にてステープルホル
ダ５３の取付凸部５３Ｌ，５３Ｒがステープルガイド５２の取付開口部５２Ｌ，５３Ｒに
挿入され、固定位置にステープルホルダ５３を移動させることで、ステープルホルダ５３
がステープルガイド５２に固定される。
【００８５】
　このため、取付開口部５２Ｌは、ステープルホルダ５３をステープルガイド５２に取り
付ける動作で、挿入位置にあるステープルホルダ５３の取付凸部５３Ｌが挿入される挿入
開口部５２Ｌａを備える。
【００８６】
　また、取付開口部５２Ｌは、ステープルガイド５２に対して後方へ移動させる動作で固
定位置にあるステープルホルダ５３の取付凸部５３Ｌを支持する支持凸部５２Ｌｂを備え
る。更に、固定位置にあるステープルホルダ５３の位置を、マガジン５０のマガジン前壁
５０ａとの間で規制する位置規制部５２Ｌｃを備える。
【００８７】
　取付開口部５２Ｒは、ステープルホルダ５３をステープルガイド５２に取り付ける動作
で、挿入位置にあるステープルホルダ５３の取付凸部５３Ｒが挿入される挿入開口部５２
Ｒａを備える。
【００８８】
　また、取付開口部５２Ｒは、ステープルガイド５２に対して後方へ移動させる動作で固
定位置にあるステープルホルダ５３の取付凸部５３Ｒを支持する支持凸部５２Ｒｂを備え
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る。更に、固定位置にあるステープルホルダ５３の位置を、マガジン５０のマガジン前壁
５０ａとの間で規制する位置規制部５２Ｒｃを備える。
【００８９】
　取付開口部５２Ｌは、ステープルホルダ５３の２個の取付凸部５３Ｌの配置に合わせて
、２箇所に挿入開口部５２Ｌａが形成されると共に、３箇所に支持凸部５２Ｌｂが形成さ
れる。挿入開口部５２Ｌａと支持凸部５２Ｌｂは、ステープルガイド５２の前後方向に沿
って交互に配置されてつながり、取付開口部５２Ｌの後端に位置規制部５２Ｌｃが形成さ
れる。
【００９０】
　取付開口部５２Ｒも同様に、ステープルホルダ５３の２個の取付凸部５３Ｒの配置に合
わせて、２箇所に挿入開口部５２Ｒａが形成されると共に、３箇所に支持凸部５２Ｒｂが
形成される。挿入開口部５２Ｒａと支持凸部５２Ｒｂは、ステープルガイド５２の前後方
向に沿って交互に配置されてつながり、取付開口部５２Ｒの後端に位置規制部５２Ｒｃが
形成される。
【００９１】
　取付開口部５２Ｌと取付開口部５２Ｒは、挿入開口部５２Ｌａ及び挿入開口部５２Ｒａ
と、支持凸部５２Ｌｂ及び支持凸部５２Ｒｂが、上下に対称な配置で形成される。
【００９２】
　ステープルホルダ５３の取付方法について説明すると、ステープルホルダ５３は、ステ
ープルガイド５２の左右の側壁の間に取付凸部５３Ｌ，５３Ｒが入るように、図２６（ａ
）に示すように、挿入位置において左右方向に傾けることで、取付凸部５３Ｌが取付開口
部５２Ｌの挿入開口部５２Ｌａに挿入され、取付凸部５３Ｒが取付開口部５２Ｒの挿入開
口部５２Ｒａに挿入される。
【００９３】
　取付凸部５３Ｌが挿入開口部５２Ｌａに挿入され、取付凸部５３Ｒが挿入開口部５２Ｒ
ａに挿入されたステープルホルダ５３は、図２６（ｂ）に示すように、略水平な向きとす
ることで、後方への水平移動が可能となる。
【００９４】
　図２７（ａ）に示すように挿入位置にあるステープルホルダ５３を、図２７（ｂ）に示
すように固定位置に移動させると、左右の取付開口部５２Ｌ，５２Ｒの間で、取付凸部５
３Ｌ，５３Ｒが支持凸部５２Ｌｂ，５２Ｒｂに挟まれ、ステープルホルダ５３は傾く方向
へ回転する動きが規制される。
【００９５】
　ステープルホルダ５３が取り付けられたステープルガイド５２がマガジン５０に取り付
けられ、マガジン５０とステープルガイド５２の間に、コイルスプリング５０ｄが取り付
けられると、ステープルガイド５２がマガジン前壁５０ａ方向に押圧される。
【００９６】
　ステープルガイド５２がマガジン前壁５０ａ方向に押圧されると、ステープルホルダ５
３の針クラウンガイド部５３ａがマガジン前壁５０ａに押圧され、ステープルホルダ５３
の後端が、取付開口部５２Ｌ，５２Ｒの位置規制部５２Ｌｃ，５２Ｒｃに押圧される。
【００９７】
　これにより、ステープルホルダ５３は、針クラウンガイド部５３ａがマガジン前壁５０
ａに押圧された状態で、傾く方向へ回転する動き及び前後方向への移動が規制されて、ス
テープルガイド５２を介してマガジン５０に固定される。
【００９８】
　ステープルホルダをステープルガイドに取り付ける構成では、従来は、ステープルホル
ダの側方に凸部を形成すると共に、ステープルガイドの対向する側壁にステープルホルダ
の凸部が嵌まる開口部を形成し、ステープルガイドを撓ませることでステープルホルダを
取り付けていた。
【００９９】
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　しかし、ステープルホルダの取り付けでステープルガイドが変形してしまい、ステープ
ルの打ち出しやクリンチ等で必要とされる部品の寸法精度を確保できない可能性があった
。
【０１００】
　本実施の形態では、ステープルホルダ５３をステープルガイド５２に取り付ける際に、
部品を変形させるような力が加わらない。これにより、ステープルホルダ５３の取り付け
でステープルガイド５２等が変形することがなく、ステープル１０の打ち出しやクリンチ
等で必要とされる部品の寸法精度を確保できる。
【０１０１】
　次に、各図を参照してマガジンガイド５１の構成について説明する。マガジンガイド５
１は、前面、上面及び後面が開口して、マガジン５０が前面から引き出し可能に収納され
る空間が形成される。
【０１０２】
　マガジンガイド５１は、引き出し可能に収納されるマガジン５０のロック及びロックの
解除を行うロック機構５４を備える。また、マガジンガイド５１は、マガジン５０に装填
されたステープル１０を前方に押圧するプッシャ５５と、プッシャ５５を押圧するプッシ
ャスプリング５５ａと、プッシャスプリング５５ａをガイドするスプリングガイド５６を
備える。
【０１０３】
　更に、マガジンガイド５１は、マガジン５０の収納方向への移動と引き出し方向への移
動をガイドすると共に、プッシャ５５で押圧されるステープル１０を、ステープルガイド
５２と共にガイドするガイドカバー５７を備える。
【０１０４】
　プッシャ５５は、マガジンガイド５１に収納されたマガジン５０の内側で、ステープル
ガイド５２に沿って前後方向に移動可能に取り付けられる。ガイドカバー５７は、マガジ
ンガイド５１の上面に取り付けられ、マガジンガイド５１と共に、マガジン５０の収納方
向への移動と引き出し方向への移動をガイドする。また、プッシャ５５で押圧されるステ
ープル１０を、ステープルガイド５２と共にガイドする。
【０１０５】
　プッシャスプリング５５ａは、プッシャ５５をマガジン５０のマガジン前壁５０ａ方向
に押圧する。プッシャスプリング５５ａは、ガイドカバー５７内に収納され、本例では、
マガジンガイド５１の前端側に取り付けられるスプリングガイド５６により、Ｕ形状の配
置でプッシャ５５と連結される。
【０１０６】
　マガジンユニット５は、上ハンドルユニット１１ｂの動きを下ハンドルユニット１１ａ
のスライダ３に伝達して、クリンチャユニット２Ａの待機位置でのロック及びロックの解
除を行うリンク５８を備える。
【０１０７】
　本実施の形態では、リンク５８は、軸５８ａを支点としてマガジンガイド５１に回転可
能に取り付けられ、略Ｌ形状の一方の端部に形成されたスライダ押圧部５８ｂが、スライ
ダ３のリンク受け部３１と接し、他方の端部に形成されたドライバ押圧部５８ｃがドライ
バユニット６に押圧される。
【０１０８】
　リンク５８は、スライダ押圧部５８ｂがスライダ３のリンク受け部３１と接する方向に
自重で回転する重量配分で構成され、スライダ押圧部５８ｂとリンク受け部３１が常時接
触するような状態が保持される。これにより、図４に示すように、リンク５８は、スライ
ダ押圧部５８ｂが下ハンドルフレーム４の上ハンドル取付部４０の前端より後方に位置す
る。
【０１０９】
　用紙に対するステープル１０の綴じ位置は、クリンチャユニット２Ａのクリンチャ２０
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Ｌ，２０Ｒと、用紙ガイド４３との間の距離で決められる。このため、リンク５８のスラ
イダ押圧部５８ｂが下ハンドルフレーム４の上ハンドル取付部４０の前端より後方に位置
する構成とすることで、用紙ガイド４３の移動位置を、上ハンドル取付部４０の前端まで
にすることができる。従って、用紙の端部からステープル１０の綴じ位置までの距離を長
くすることができる。
【０１１０】
　図２８は、ロック機構の一例を示す側断面図、図２９は、ロック機構の一例を示す要部
平面断面図であり、次に、各図を参照して、ロック機構５４の構成について説明する。
【０１１１】
　ロック機構５４は、マガジン５０を収納位置でロックするマガジンストッパ５４ａと、
マガジンストッパ５４ａを動かすプッシャスイッチ５４ｂを備える。また、ロック機構５
４は、マガジン５０を排出方向に押す力を加えると共に、マガジンストッパ５４ａをロッ
ク方向に回転させる力を加えるマガジンロックバネ５４ｃを備える。
【０１１２】
　マガジンストッパ５４ａは、マガジン５０の後端側底面に形成されたロック開口部５０
ｅに嵌まるロック爪５４ｄを、略Ｌ形状の一方の端部に備え、マガジンロックバネ５４ｃ
に押されるバネ押圧部５４ｅを、略Ｌ形状の他方の端部に備える。マガジンストッパ５４
ａは、ロック爪５４ｄとバネ押圧部５４ｅの間に設けられる軸５４ｆを支点に回転可能な
状態で、マガジンガイド５１に支持される。
【０１１３】
　プッシャスイッチ５４ｂは、人手により押されるスイッチ部５４ｇを後端側に備え、マ
ガジンストッパ５４ａのバネ押圧部５４ｅが形成された略Ｌ字形状の他方の端部と、軸５
４ｈを介して回転可能に連結される。プッシャスイッチ５４ｂは、軸５４ｈを挟んだ前端
側にマガジンロックバネ５４ｃが取り付けられる。
【０１１４】
　マガジンロックバネ５４ｃは、マガジンガイド５１にマガジン５０が収納されると、マ
ガジン５０のステープルガイド５２に前端側が接し、マガジンストッパ５４ａのバネ押圧
部５４ｅに後端側が接する。マガジンロックバネ５４ｃは、プッシャスイッチ５４ｂの前
端部に形成される抜け止め防止凸部５４ｉにより、マガジン５０が引き出された状態で、
プッシャスイッチ５４ｂから外れることが防止される。
【０１１５】
　マガジン５０がマガジンガイド５１に収納された状態では、図２８（ａ）に示すように
、マガジン５０に取り付けられたステープルガイド５２の後端側と、マガジンストッパ５
４ａのバネ押圧部５４ｅとの間でマガジンロックバネ５４ｃが圧縮される。
【０１１６】
　マガジンストッパ５４ａは、バネ押圧部５４ｅが押圧されることで、ロック爪５４ｄが
マガジン５０のロック開口部５０ｅに嵌まる方向に、軸５４ｆを支点に回転し、ロック爪
５４ｄがロック開口部５０ｅに嵌まる。
【０１１７】
　これにより、マガジン５０は、マガジンガイド５１に収納された状態が保持される。ま
た、マガジン５０は、ステープルガイド５２がマガジンロックバネ５４ｃで押圧されるこ
とで、マガジン５０とステープルガイド５２との間に取り付けられたコイルスプリング５
０ｄと共に、マガジンロックバネ５４ｃでステープルガイド５２がマガジン前壁５０ａ方
向に押圧される。
【０１１８】
　プッシャスイッチ５４ｂは、スイッチ部５４ｇが押されると、図２８（ｂ）に示すよう
に、軸５４ｈを介して連結されたマガジンストッパ５４ａを、軸５４ｆを支点に回転させ
て、マガジンストッパ５４ａのロック爪５４ｄをマガジン５０のロック開口部５０ｅから
外す。
【０１１９】
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　マガジンストッパ５４ａのロック爪５４ｄがマガジン５０のロック開口部５０ｅから外
れると、圧縮されていたマガジンロックバネ５４ｃが復元する力、及び、引っ張られてい
たプッシャスプリング５５ａが復元する力によってプッシャ５５により押圧される力で、
マガジン５０が前方に押圧され、マガジンガイド５１からマガジン５０が引き出される。
【０１２０】
　＜ドライバユニットの構成例＞
　次に、各図を参照して、ドライバユニット６の構成について説明する。ドライバユニッ
ト６は、マガジン５０に装填されたステープル１０の先頭の１本を押圧し、用紙に貫通さ
せるドライバ６０と、ドライバ６０及びリンク５８を押圧するドライバアーム６１を備え
る。
【０１２１】
　ドライバ６０は、１本のステープル１０の針線幅に合わせた板厚を有すると共に、ステ
ープル１０の針クラウン１０ａの外寸に合わせた幅を有したステープル押圧部６０ａが下
端側に設けられた板状の部材で構成される。また、ドライバ６０は、ドライバアーム６１
に支持される軸部６０ｂと、ドライバアーム６１に押圧されるドライバ押圧部６０ｃが上
端側に設けられる。
【０１２２】
　ドライバアーム６１は、ドライバ６０のドライバ押圧部６０ｃを押圧する押圧面６１ａ
と、ドライバ６０の軸部６０ｂを支持し、ドライバ６０を回転及びスライド移動可能にガ
イドするドライバガイド溝６１ｂを備える。
【０１２３】
　ドライバアーム６１は、押圧面６１ａが凹状に湾曲した曲面で構成され、ドライバガイ
ド溝６１ｂが、押圧面６１ａに倣って前後方向に延在して凹状に湾曲した長穴で構成され
る。
【０１２４】
　マガジンユニット５とドライバユニット６は、マガジンガイド５１とドライバアーム６
１が、軸５４ｆを支点に回転可能な状態で、下ハンドルフレーム４の上ハンドル取付部４
０に取り付けられる。本例では、マガジンストッパ５４ａと同軸で、マガジンガイド５１
とドライバアーム６１が回転する。
【０１２５】
　ドライバユニット６は、ドライバアーム６１に取り付けられたドライバ６０が、マガジ
ンガイド５１に取り付けられたスプリングガイド５６によって、マガジン５０のマガジン
前壁５０ａに沿ってガイドされる。
【０１２６】
　マガジン５０と用紙が接触せず、ドライバアーム６１とマガジンガイド５１が軸５４ｆ
を支点に一体的に回転している間は、ドライバ６０とマガジン５０との相対的な位置関係
は変化しない。
【０１２７】
　クリンチャユニット２Ａとマガジン５０の間に用紙が挟持され、ドライバアーム６１が
マガジンガイド５１に対して回転すると、マガジンガイド５１に対するドライバアーム６
１の回転動作で、ドライバ６０がドライバアーム６１に押圧される。
【０１２８】
　ドライバ６０は、軸部６０ｂがドライバガイド溝６１ｂに沿って移動可能であるので、
ドライバアーム６１の回転に伴い、ドライバアーム６１の押圧面６１ａと、ドライバ６０
のドライバ押圧部６０ｃが接する位置が変位する。これにより、ステープル１０を押圧す
るドライバ６０の角度が所定の角度で保たれる。
【０１２９】
　ドライバアーム６１は、待機状態では、リンク５８のドライバ押圧部５８ｃとの間に空
走空間６１ｃが形成され、ドライバアーム６１とリンク５８は接触していない。マガジン
５０と用紙が接触せず、ドライバアーム６１とマガジンガイド５１が軸５４ｆを支点に一
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体的に回転している間は、ドライバアーム６１とリンク５８のドライバ押圧部５８ｃの間
の空走空間６１ｃが保持される。
【０１３０】
　そして、クリンチャユニット２Ａとマガジン５０の間に用紙が挟持され。ドライバアー
ム６１がマガジンガイド５１に対して回転すると、ドライバアーム６１の回転動作でリン
ク５８が押圧され、軸５８ａを支点にリンク５８を回転させて、スライダ３を作動させる
。
【０１３１】
　＜ハンドルユニットの構成例＞
　ハンドルユニット７は、ドライバアーム６１を押圧するハンドルアーム７０と、ハンド
ルアーム７０を覆う上ハンドルカバー７１と、上ハンドルカバー７１とドライバアーム６
１との間に形成される隙間を覆うフロントカバー７２を備える。
【０１３２】
　ハンドルアーム７０は、下ハンドルフレーム４の上ハンドル取付部４０に取り付けられ
た軸７０ａに挿入される軸穴部７０ｂを備え、軸７０ａ及び軸穴部７０ｂを介して下ハン
ドルフレーム４に取り付けられる。また、ハンドルアーム７０は、軸５４ｆにより下ハン
ドルフレーム４の上ハンドル取付部４０に支持されたドライバアーム６１と、軸７０ｃに
より連結される。
【０１３３】
　ハンドルアーム７０は、軸穴部７０ｂが所定の長穴形状で構成される。本例では、軸穴
部７０ｂは、ドライバアーム６１の回転支点となる軸５４ｆに対する距離が、ハンドルア
ーム７０及びドライバアーム６１の回転動作に伴い所定のパターンで変化する。
【０１３４】
　ハンドルユニット７とドライバユニット６は、ハンドルアーム７０に力が掛かる点とハ
ンドルアーム７０の回転支点となる軸穴部７０ｂとの距離と、ドライバアーム６１に力を
掛ける点である軸７０ｃと軸穴部７０ｂとの距離の比率、及び、軸７０ｃとドライバアー
ム６１の回転支点となる軸５４ｆとの距離と、ドライバ６０に力を掛ける点と軸５４ｆと
の距離の比率により、ハンドルアーム７０に掛ける荷重を低減した倍力機構を実現してい
る。
【０１３５】
　そして、軸穴部７０ｂの形状により、ハンドルアーム７０を押圧する初期では荷重が重
く、ステープル１０が用紙を貫通する段階で荷重が軽くなるように構成される。
【０１３６】
　このような倍力機構を備えることで、ハンドルアーム７０のストロークが長くなり、ハ
ンドルアーム７０に取り付けられた上ハンドルカバー７１とドライバアーム６１との間に
隙間が生じる。そこで、図１に示すように、上ハンドルカバー７１とドライバアーム６１
との隙間を覆うフロントカバー７２が取り付けられる。
【０１３７】
　図３０は、フロントカバーの一例を示す斜視図である。フロントカバー７２は、上ハン
ドルカバー７１とドライバアーム６１との隙間の前方と側方を覆う形状を有する。フロン
トカバー７２は、図１に示すように、一方の端部に設けられた軸部７２ａが、ハンドルア
ーム７０に設けられた軸穴部７０ｄに挿入され、軸部７２ａを支点として回転可能な状態
でハンドルアーム７０に取り付けられる。
【０１３８】
　また、フロントカバー７２は、図３０に示すように、他方の端部に形成された溝部７２
ｂが、ドライバアーム６１に設けられたガイド凸部６１ｄに挿入され、ガイド凸部６１ｄ
を支点に回転及びスライド移動可能な状態でドライバアーム６１に取り付けられる。ガイ
ド凸部６１ｄは、抜け止め防止形状として、本例ではＴ形状に構成されて抜け止め防止部
６１ｅが設けられ、フロントカバー７２の溝部７２ｂにスライド移動及び回転可能に挿入
されると共に、溝部７２ｂが外れることが防止される。
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【０１３９】
　なお、フロントカバー７２とドライバアーム６１の取り付け構造は、フロントカバー７
２に側に、抜け止め防止形状を持つガイド凸部を備え、ドライバアーム６１側に、ガイド
凸部が回転及びスライド移動可能に挿入される溝部を備える構成としても良い。また、フ
ロントカバー７２とドライバアーム６１を、軸部と軸穴部で回転可能に連結すると共に、
フロントカバー７２とハンドルアーム７０を長穴状の軸穴部と軸部で回転及びスライド移
動可能に連結する構成としても良い。
【０１４０】
　＜本実施の形態のステープラの動作例＞
　図３１は、本実施の形態のステープラで用紙を綴じる動作を示す側断面図、図３２は、
本実施の形態のステープラで用紙を綴じる動作を示す斜視図で、次に、各図を参照して、
本実施の形態のステープラ１Ａで用紙を綴じる動作について説明する。
【０１４１】
　まず、ステープラ１Ａの待機状態では、図３１（ａ）に示すように、上ハンドルカバー
７１とドライバアーム６１との隙間が、上ハンドルカバー７１とドライバアーム６１に取
り付けられたフロントカバー７２で覆われている。これにより、上ハンドルカバー７１と
ドライバアーム６１との隙間に何らかの物体が挿入されることが防止される。
【０１４２】
　用紙を綴じる動作では、用紙Ｐが下ハンドルユニット１１ａの下ハンドルカバー４１及
びクリンチャカバー４２上に載置される。ステープラ１Ａでは、用紙ガイド４３の位置を
調整して、用紙Ｐを用紙ガイド４３に突き当てることで、ステープル１０による綴じ位置
が合わせられる。
【０１４３】
　用紙Ｐが載置され、待機状態から上ハンドルカバー７１が矢印Ａ方向に押されると、上
ハンドルカバー７１に覆われたハンドルアーム７０が、図３等に示す軸７０ａと軸穴部７
０ｂとの接点を移動支点として回転する。ハンドルアーム７０が回転することで、軸７０
ｃの変位によりドライバアーム６１が押圧され、ドライバアーム６１が軸５４ｆを支点に
回転する。
【０１４４】
　ハンドルユニット７とドライバユニット６は、ハンドルアーム７０に力が掛かる点と軸
穴部７０ｂとの距離と、軸７０ｃと軸穴部７０ｂとの距離の比率、及び、軸７０ｃと軸５
４ｆとの距離と、ドライバ６０に力を掛ける点と軸５４ｆとの距離の比率により、ハンド
ルアーム７０に掛かる荷重が低減される。そして、軸穴部７０ｂの形状により、ハンドル
アーム７０を押圧する初期では荷重が重く、図３１（ｂ）に示すように、ステープル１０
が用紙Ｐを貫通する段階で荷重が軽くなる。
【０１４５】
　上ハンドルカバー７１が押されると、上ハンドルカバー７１とドライバアーム６１との
隙間が徐々に狭くなる。フロントカバー７２は、上ハンドルカバー７１及びハンドルアー
ム７０と、ドライバアーム６１の変位に伴い、ハンドルアーム７０に対して軸部７２ａを
支点に回転する。
【０１４６】
　一方、ドライバアーム６１に対しては、図１に示すように、溝部７２ｂとガイド凸部６
１ｄの係合で、ガイド凸部６１ｄを支点に回転及びスライド移動する。上ハンドルカバー
７１とドライバアーム６１との隙間が狭くなる方向に変位すると、ハンドルアーム７０側
の軸部７２ａと、ドライバアーム６１側のガイド凸部６１ｄとの距離が短くなる。これに
より、上ハンドルカバー７１とドライバアーム６１との隙間の変位にフロントカバー７２
を追従させることができる。
【０１４７】
　また、フロントカバー７２は、ハンドルアーム７０に対しては、軸部７２ａで係合して
おり、容易に外れることはない。また、ドライバアーム６１に対しては、溝部７２ｂとガ
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イド凸部６１ｄの係合で、上ハンドルカバー７１とドライバアーム６１との隙間の変位に
対しては自由に動くが、容易に外れることはない。これにより、フロントカバー７２のみ
が動かされて、何らかの物体が上ハンドルカバー７１とドライバアーム６１との隙間に挟
まれることが防止される。
【０１４８】
　図３３は、本実施の形態のステープラにおけるステープルの打ち出し動作の一例を示す
動作説明図であり、次に、各図を参照して、ステープル１０を打ち出す時のマガジンユニ
ット５及びドライバユニット６の動作について説明する。
【０１４９】
　待機状態からハンドルアーム７０が押圧される初期段階では、マガジン５０と用紙Ｐが
接触せず、ドライバアーム６１とマガジンガイド５１が軸５４ｆを支点に一体的に回転す
る。
【０１５０】
　クリンチャユニット２Ａとマガジン５０の間に用紙Ｐが挟持されると、マガジンガイド
５１の回転は規制され、ハンドルアーム７０が更に押圧されることで、ドライバアーム６
１がマガジンガイド５１に対して回転する。
【０１５１】
　ドライバアーム６１がマガジンガイド５１に対して回転すると、ドライバ６０がドライ
バアーム６１に押圧される。図１１（ａ）に示すような針足１０ｂが長いステープル１０
を使用可能とした構成では、ドライバのストロークが長く必要となる。このため、ドライ
バがドライバアームに固定された構成では、ドライバアーム６１の回転に伴い、マガジン
５０のマガジン前壁５０ａに対するドライバの角度の変化が大きくなる。
【０１５２】
　これに対し、ドライバ６０は、ドライバアーム６１の回転に伴い、ドライバアーム６１
の押圧面６１ａと、ドライバ６０のドライバ押圧部６０ｃが接する位置が変位し、ステー
プル１０を押圧するドライバ６０の角度が、マガジン５０のマガジン前壁５０ａに沿うよ
うに、所定の角度で保たれる。
【０１５３】
　マガジン５０に装填されたステープル１０がドライバ６０で押圧されると、ステープル
１０の先頭の１本は、図２３に示すせん断ガイド部５２ａにより形成される隙間上に位置
し、２本目以降はステープルガイド５２の上面に支持された状態であるので、１本目のス
テープル１０にせん断力が加わり分離する。
【０１５４】
　ドライバ６０で押圧されるステープル１０は、マガジン前壁５０ａとせん断ガイド部５
２ａとの隙間から、マガジン前壁５０ａと押圧ガイド部５２ｂとの隙間に入る。
【０１５５】
　マガジン５０は、上述したように、ステープルガイド５２がコイルスプリング５０ｄ及
びマガジンロックバネ５４ｃによって前方に押圧されており、ステープル１０を打ち出し
ている工程以外では、ステープルガイド５２の幅ガイド部５２ｃがマガジン前壁５０ａに
接している。
【０１５６】
　押圧ガイド部５２ｂは、幅ガイド部５２ｃがマガジン前壁５０ａに接している状態で、
マガジン前壁５０ａとの間隔ｔ２が、１本のステープル１０の針線幅より若干狭く構成さ
れる。
【０１５７】
　これにより、ドライバ６０に押圧されたステープル１０は、針クラウン１０ａの左右両
端側で押圧ガイド部５２ｂを押し、コイルスプリング５０ｄを引っ張る方向に弾性変形さ
せると共に、マガジンロックバネ５４ｃを圧縮する方向に弾性変形させて、ステープルガ
イド５２を矢印Ｒ方向に後退させる。
【０１５８】
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　ステープルガイド５２を後退させることで、押圧ガイド部５２ｂとマガジン前壁５０ａ
の間に入るステープル１０は、コイルスプリング５０ｄ及びマガジンロックバネ５４ｃに
より、針クラウン１０ａの両端側が押圧ガイド部５２ｂでマガジン前壁５０ａに押圧され
る。
【０１５９】
　ドライバによる押圧で１本のステープルを分離して打ち出すためには、ステープルガイ
ドの先端とマガジン前壁との間に、１本のステープルの針線幅より広い隙間を設ける必要
がある。ステープルガイドの先端とマガジン前壁との隙間が、ステープルの針線幅より広
い区間では、ステープルの針クラウンが前後に動ける。
【０１６０】
　このため、ステープルの針足の先端が用紙に着地して貫通を始める前に、ステープルの
姿勢が変化する可能性があった。また、針足が長いステープルでは、ステープルの針足の
先端が用紙に着地して貫通を始めた後でも、ステープルガイドの先端とマガジン前壁との
隙間が、ステープルの針線幅より広い区間に針クラウンが存在して、針足の貫通中に、ス
テープルの姿勢が変化する可能性があった。
【０１６１】
　本実施の形態では、ステープルガイド５２の先端にせん断ガイド部５２ａと押圧ガイド
部５２ｂを備えることで、せん断ガイド部５２ａでステープル１０を１本に分離し、１本
に分離されたステープル１０の針クラウン１０ａを、押圧ガイド部５２ｂでガイドするこ
とができる。
【０１６２】
　押圧ガイド部５２ｂとマガジン前壁５０ａとの間を通るステープル１０は、針クラウン
１０ａの両端側が押圧ガイド部５２ｂでマガジン前壁５０ａに押圧されるので、ステープ
ル１０の針クラウン１０ａが前後に動ける隙間は生じない。
【０１６３】
　また、上述したように、図１１（ａ）に示すような針足１０ｂが長いステープル１０が
使用される場合でも、針足１０ｂの先端が用紙に到達する前に、針クラウン１０ａが押圧
ガイド部５２ｂでガイドされるように、せん断ガイド部５２ａの形状が設定される。
【０１６４】
　これにより、ステープル１０の針足１０ｂの先端が用紙Ｐに着地して貫通を始める前に
、ステープル１０の姿勢が変化することを防止できる。また、針足１０ｂが長いステープ
ル１０でも、ステープル１０の針足１０ｂの先端が用紙Ｐに着地して貫通を始める前に、
針クラウン１０ａがせん断ガイド部５２ａを抜けて、押圧ガイド部５２ｂでガイドされる
ので、針足１０ｂの貫通中に、ステープル１０の姿勢が変化することを防止できる。
【０１６５】
　針クラウン１０ａが押圧ガイド部５２ｂでガイドされる区間にあるステープル１０は、
２本の針足１０ｂの間隔が、幅ガイド部５２ｃでガイドされることで、左右方向のガイド
を幅ガイド部５２ｃで行うことができる。
【０１６６】
　ドライバ６０で押圧されるステープル１０は、針クラウン１０ａが押圧ガイド部５２ｂ
を通過すると、ステープルガイド５２を更に後退させて、幅ガイド部５２ｃとマガジン前
壁５０ａの間に形成される隙間に入る。針クラウン１０ａが幅ガイド部５２ｃとマガジン
前壁５０ａとの間でガイドされる区間にあるステープル１０は、針足１０ｂが用紙Ｐを貫
通するので、幅ガイド部５２ｃでの幅方向のガイドが無くても、ステープルの姿勢が変化
することを防止できる。
【０１６７】
　針クラウン１０ａが押圧ガイド部５２ｂでガイドされる区間にあるステープル１０、及
び、針クラウン１０ａが幅ガイド部５２ｃとマガジン前壁５０ａとの間でガイドされる区
間にあるステープル１０は、ステープルホルダ５３の針クラウンガイド部５３ａで、針ク
ラウン１０ａが押し上げられる方向に力が加えられる。これにより、ドライバ６０の押圧
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によって、針クラウン１０ａの中央付近が下方に向けて撓むような変形を防止することが
できる。
【０１６８】
　図３４は、スライダの動作の一例を示す要部側面図であり、次に、各図を参照して、上
ハンドルユニット１１ｂにおけるリンク５８の動きをスライダ３に伝達する動作について
説明する。
【０１６９】
　待機状態では、図３４（ａ）に示すように、スライダ３はクリンチャロック位置に前進
しており、クリンチャユニット２Ａを構成するクリンチャホルダ２１の後側ホルダ２１ｂ
が係止部３０に載る。これにより、クリンチャホルダ２１の下降が規制される。
【０１７０】
　ドライバアーム６１は、図３１（ａ），図３２（ａ）に示すように、待機状態では、リ
ンク５８のドライバ押圧部５８ｃとの間に空走空間６１ｃが形成され、ドライバアーム６
１とリンク５８は接触していない。
【０１７１】
　マガジン５０と用紙Ｐが接触せず、ドライバアーム６１とマガジンガイド５１が軸５４
ｆを支点に一体的に回転している間は、ドライバアーム６１とリンク５８のドライバ押圧
部５８ｃの間の空走空間６１ｃが保持される。一方、ドライバアーム６１とマガジンガイ
ド５１が軸５４ｆを支点に一体的に回転することで、スライダ３のリンク受け部３１に対
してリンク５８が変位する。
【０１７２】
　スライダ３とリンク５８は、待機状態からリンク受け部３１とスライダ押圧部５８ｂが
接する。そこで、スライダ３とリンク５８は、リンク受け部３１とスライダ押圧部５８ｂ
の形状が、軸５４ｆを支点としたマガジンガイド５１の回転に伴うリンク５８の変位では
、スライダ３が移動しないように設定される。
【０１７３】
　クリンチャユニット２Ａとマガジン５０の間に用紙Ｐが挟持され、ドライバアーム６１
がマガジンガイド５１に対して回転すると、上述したように、１本に分離されたステープ
ル１０がドライバ６０により打ち出され、ステープル１０の針足１０ｂが用紙Ｐを貫通す
る。
【０１７４】
　ドライバアーム６１がマガジンガイド５１に対して回転すると、ドライバアーム６１と
リンク５８との間の空走空間６１ｃが徐々に狭くなる。そして、ステープル１０の針足１
０ｂの先端が用紙Ｐの裏面より抜けた後に、図３１（ｂ），図３２（ｂ）に示すように、
ドライバアーム６１とリンク５８のドライバ押圧部５８ｃが接する。
【０１７５】
　ドライバアーム６１とリンク５８のドライバ押圧部５８ｃが接触を開始した段階では、
図３４（ｂ）に示すように、スライダ３はまた動かず、クリンチャホルダ２１の後側ホル
ダ２１ｂが係止部３０に載っており、クリンチャホルダ２１の下降が規制される。
【０１７６】
　ハンドルアーム７０が更に押圧されることで、ドライバアーム６１がマガジンガイド５
１に対して更に回転すると、ドライバアーム６１の回転動作でリンク５８が押圧され、図
３１（ｃ），図３２（ｃ）に示すように、軸５８ａを支点にリンク５８が回転する。
【０１７７】
　リンク５８が回転すると、スライダ押圧部５８ｂによってスライダ３のリンク受け部３
１が押される。これにより、図３４（ｃ）に示すように、スライダ３が後退し、クリンチ
ャホルダ２１の後側ホルダ２１ｂから係止部３０が外れ、クリンチャホルダ２１の下降が
可能になる。
【０１７８】
　フラットクリンチ機構及び倍力機構を備えた従来のステープラでは、リンクの先端がド
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ライバアームに対して軸支される構成で、クリンチャとマガジンとの間に用紙が挟持され
、ドライバアームがマガジンに対して回転を開始するタイミングで、リンクも回転動作を
開始する。
【０１７９】
　一方、スライダの作動タイミングは、ステープルが用紙を貫通する際の貫通荷重とスラ
イダを引く荷重とを重ならせないため、ステープルの針足の先端が用紙を貫通した後であ
る必要がある。このため、従来のステープラでは、リンクのスライダ押圧部とスライダの
間に空走空間を設けている。しかし、針足が長いステープルを使用する構成では、ドライ
バアームのストロークが大きくリンクの作動量も大きくする必要があるため、リンクとス
ライダとの間の空走空間が長くなる。
【０１８０】
　リンクの作動量を大きくするためには、スライダ押圧部を前方に設ける必要があり、用
紙の綴じ位置の奥行き方向への挿入量を多くできない。また、リンクの作動量を大きくす
るため装置が大型化する。
【０１８１】
　これに対して、本実施の形態では、リンク５８をマガジンガイド５１に軸支し、リンク
５８のドライバ押圧部５８ｃとドライバアーム６１との間に空走空間６１ｃを設ける構成
とした。また、リンク５８を、スライダ押圧部５８ｂがスライダ３のリンク受け部３１と
接する方向に自重で回転する重量配分として、リンク５８のスライダ押圧部５８ｂをスラ
イダ３のリンク受け部３１と待機位置から接触させる構成とした。
【０１８２】
　リンク５８とドライバアーム６１との間に空走空間６１ｃを設けることで、クリンチャ
ユニット２Ａとマガジン５０との間に用紙Ｐが挟持され、ドライバアーム６１がマガジン
ガイド５１に対して回転を開始するタイミングでは、リンク５８は回転動作を開始しない
。そして、ステープル１０の針足１０ｂの先端が用紙Ｐを貫通した後、リンク５８が回転
動作を開始する構成とすることができる。
【０１８３】
　これにより、針足１０ｂの長いステープル１０を使用可能とする構成でもリンク５８の
作動量を少なくして、図４及び図３１（ａ），図３２（ａ）等に示す待機状態でも、スラ
イダ押圧部５８ｂとリンク受け部３１が常時接触するような状態を保持させ、リンク５８
のスライダ押圧部５８ｂが下ハンドルフレーム４の上ハンドル取付部４０の前端より後方
に位置する構成とすることができる。
【０１８４】
　待機状態で、リンク５８のスライダ押圧部５８ｂが下ハンドルフレーム４の上ハンドル
取付部４０の前端より後方に位置する構成とすることで、用紙ガイド４３の移動位置を、
上ハンドル取付部４０の前端までにすることができる。
【０１８５】
　従って、図３１（ａ）に示すように、用紙ガイド４３の位置を、上ハンドル取付部４０
の前端とすれば、用紙Ｐの端部からステープル１０の綴じ位置までの距離を長くすること
ができる。また、用紙ガイド４３の位置をクリンチャユニット２Ａに近づければ、用紙Ｐ
の端部からステープル１０の綴じ位置までの距離を短くすることができる。
【０１８６】
　図３５は、変形例のステープラで用紙を綴じる動作を示す側断面図である。本実施の形
態の変形例では、リンク５８Ｄは、略Ｌ形状の一方の端部に形成されたスライダ押圧部５
８ｅが、スライダ３のリンク受け部３１と接する。また、リンク５８Ｄは、他方の端部で
ある先端が、ドライバアーム６１Ｆに対して軸支される構成で、ドライバアーム６１Ｆに
リンク５８Ｄの軸５８ｆがスライド移動可能に挿入される長穴６１ｇを備えることで、空
走空間６１ｈが設けられる。
【０１８７】
　更に、リンク５８Ｄは、スライダ押圧部５８ｅと軸５８ｆとの間の略Ｌ形状の頂点部分
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に、マガジンガイド５１に載る摺動支持部５８ｇを備え、マガジンガイド５１の上面に摺
動可能に支持される。
【０１８８】
　リンク５８Ｄは、スライダ押圧部５８ｅがスライダ３のリンク受け部３１と接する方向
に自重で回転する重量配分で構成され、スライダ押圧部５８ｅとリンク受け部３１が常時
接触すると共に、軸５８ｆが長穴６１ｇの下端側に位置して空走空間６１ｈが設けられる
ような状態が保持される。
【０１８９】
　変形例の動作について説明すると、リンク５８Ｄとドライバアーム６１Ｆは、図３５（
ａ）に示すように、待機状態では、リンク５８Ｄの軸５８ｆがドライバアーム６１Ｆの長
穴６１ｇの下端側に位置して空走空間６１ｈが形成される。
【０１９０】
　マガジン５０と用紙Ｐが接触せず、ドライバアーム６１Ｆとマガジンガイド５１が軸５
４ｆを支点に一体的に回転している間は、ドライバアーム６１Ｆの長穴６１ｇとリンク５
８Ｄの軸５８ｆの間の空走空間６１ｈが保持される。一方、ドライバアーム６１Ｆとマガ
ジンガイド５１が軸５４ｆを支点に一体的に回転することで、スライダ３のリンク受け部
３１に対してリンク５８Ｄが変位する。
【０１９１】
　スライダ３とリンク５８Ｄは、待機状態からリンク受け部３１とスライダ押圧部５８ｅ
が接する。そこで、スライダ３とリンク５８Ｄは、リンク受け部３１とスライダ押圧部５
８ｅの形状が、軸５４ｆを支点としたマガジンガイド５１の回転に伴うリンク５８Ｄの変
位では、スライダ３が移動しないように設定される。
【０１９２】
　クリンチャユニット２Ａとマガジン５０の間に用紙Ｐが挟持され、ドライバアーム６１
Ｆがマガジンガイド５１に対して回転すると、上述したように、１本に分離されたステー
プル１０がドライバ６０により打ち出され、ステープル１０の針足１０ｂが用紙Ｐを貫通
する。
【０１９３】
　ドライバアーム６１Ｆがマガジンガイド５１に対して回転すると、リンク５８Ｄの軸５
８ｆに対してドライバアーム６１Ｆの長穴６１ｇが変位し、空走空間６１ｈが徐々に狭く
なる。そして、ステープル１０の針足１０ｂの先端が用紙Ｐの裏面より抜けた後に、図３
５（ｂ）に示すように、ドライバアーム６１Ｆの長穴６１ｇの上端に、リンク５８Ｄの５
８ｆが接する。
【０１９４】
　ドライバアーム６１Ｆの長穴６１ｇの上端に、リンク５８Ｄの５８ｆが接触を開始した
段階では、スライダ３はまた動かず、クリンチャホルダ２１の後側ホルダ２１ｂが係止部
３０に載っており、クリンチャホルダ２１の下降が規制される。
【０１９５】
　ハンドルアーム７０が更に押圧されることで、ドライバアーム６１Ｆがマガジンガイド
５１に対して更に回転すると、ドライバアーム６１Ｆの回転動作で長穴６１ｇが軸５８ｆ
を押すことでリンク５８Ｄが押圧され、図３５（ｃ）に示すように、摺動支持部５８ｇと
マガジンガイド５１との接点を移動支点としてリンク５８Ｄが回転する。
【０１９６】
　リンク５８Ｄが回転すると、スライダ押圧部５８ｅによってスライダ３のリンク受け部
３１が押される。これにより、スライダ３が後退し、クリンチャホルダ２１の後側ホルダ
２１ｂから係止部３０が外れ、クリンチャホルダ２１の下降が可能になる。
【０１９７】
　変形例であっても、リンク５８Ｄの軸５８ｆとドライバアーム６１Ｆの長穴６１ｇによ
り空走空間６１ｈを設けることで、リンク５８Ｄの作動量を少なくすることができる。
【０１９８】



(23) JP 5776380 B2 2015.9.9

10

20

30

40

50

　なお、他の変形例として、リンクがドライバアームに対して軸支される構成で、ドライ
バアームにリンクの軸がスライド移動可能に挿入される長穴を設けることで、リンクがド
ライバアームの動く方向に沿って移動可能にガイドされる。また、リンクは、略Ｌ形状の
一方の端部に形成されたスライダ押圧部がスライダと接し、他方の端部に形成されたドラ
イバ押圧部がドライバアームに押圧される。そして、ドライバ押圧部とドライバアームの
間に空走空間を設ける構成としても良い。また、リンクの形状は、Ｌ形状に限るものでは
なく、一端側にスライダとの接触部、他端側にドライバアームとの接触部が形成できれば
良い。
【０１９９】
　図３６～図３８は、クリンチャユニットの動作の一例を示す動作説明図で、次に、各図
を参照して、フラットクリンチ機構の動作について説明する。
【０２００】
　用紙Ｐが所定の位置に載置され、上ハンドルカバー７１が押されると、上述したように
、１本に分離されたステープル１０がドライバ６０により打ち出され、図３６（ａ）に示
すように、ステープル１０の針足１０ｂが用紙Ｐに刺さり、貫通を開始する。ステープル
１０の針足１０ｂが用紙Ｐの貫通を開始した段階では、スライダ３はまた動かず、図３４
（ａ）で説明したように、クリンチャホルダ２１の後側ホルダ２１ｂが係止部３０に載っ
ており、クリンチャホルダ２１の下降が規制される。
【０２０１】
　ステープル１０がドライバ６０により更に打ち出され、針足１０ｂの先端が用紙Ｐを貫
通して用紙Ｐの裏面から突出すると、一方の針足１０ｂがクリンチャ２０Ｌを押し、他方
の針足１０ｂがクリンチャ２０Ｒを押す。針足１０ｂの先端が用紙Ｐの裏面から突出を開
始した段階では、図３４（ｂ）に示すように、スライダ３はまた動かず、クリンチャホル
ダ２１の後側ホルダ２１ｂが係止部３０に載っており、クリンチャホルダ２１の下降が規
制される。
【０２０２】
　クリンチャ２０Ｌは、仕切り板２６のバネ部２６Ｌｃで側面が押圧され、クリンチャ２
０Ｒは、仕切り板２６のバネ部２６Ｒｃで側面が押圧されており、向きを保つように構成
されている。但し、仕切り板２６のバネ部による押圧力より、ドライバ６０の押圧による
ステープル１０の押圧力の方が強い。
【０２０３】
　これにより、図３６（ｂ），図３８（ａ）に示すように、クリンチャ２０Ｌは、ステー
プル１０の一方の針足１０ｂにクリンチャ面２０Ｌａが押されることで、軸２０Ｌｃを支
点に下方へ回転し、クリンチャ２０Ｒは、ステープル１０の他方の針足１０ｂにクリンチ
ャ面２０Ｒａが押されることで、軸２０Ｒｃを支点に下方へ回転する。
【０２０４】
　ステープル１０がドライバ６０により更に打ち出され、針足１０ｂの先端が用紙Ｐを貫
通すると、上述したリンク５８の動作で、図３４（ｃ）に示すようにスライダ３が後退し
、クリンチャホルダ２１の後側ホルダ２１ｂから係止部３０が外れ、クリンチャホルダ２
１の下降が可能になる。
【０２０５】
　これにより、上ハンドルカバー７１が押されてマガジン５０が用紙Ｐを介してクリンチ
ャホルダ２１を押す力で、図３７（ａ）に示すように、クリンチャホルダ２１が下降する
。クリンチャホルダ２１の下降動作で、クリンチャリンク２２Ｌは、軸２２Ｌａを支点に
上端側がクリンチャリンク２２Ｒに近づく方向に回転する。また、クリンチャホルダ２１
の下降動作で、クリンチャリンク２２Ｒは、軸２２Ｒａを支点に上端側がクリンチャリン
ク２２Ｌに近づく方向に回転する。
【０２０６】
　このように、クリンチャホルダ２１の下降動作で、クリンチャリンク２２Ｌは、軸２０
Ｌｃがガイド穴２１Ｌに沿って移動し、クリンチャリンク２２Ｒは、軸２０Ｒｃがガイド
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穴２１Ｒに沿って移動して、軸２０Ｌｃと軸２０Ｒｃの間隔が狭くなる。よって、クリン
チャホルダ２１の下降動作で、クリンチャ２０Ｌとクリンチャ２０Ｒが近づく方向に水平
移動する。
【０２０７】
　また、クリンチャホルダ２１の下降動作で、クリンチャ２０Ｌは、押圧面２０Ｌｂがク
リンチャ受２３に押圧され、クリンチャ２０Ｒは、押圧面２０Ｒｂがクリンチャ受２３に
押圧される。
【０２０８】
　これにより、クリンチャ２０Ｌは、クリンチャ受２３に押圧面２０Ｌｂが押し上げられ
ることで、軸２０Ｌｃを支点に上方へ回転し、クリンチャ２０Ｒは、クリンチャ受２３に
押圧面２０Ｒｂが押し上げられることで、軸２０Ｒｃを支点に上方へ回転する。
【０２０９】
　従って、クリンチャ２０Ｌとクリンチャ面２０Ｌａで接するステープル１０の一方の針
足１０ｂと、クリンチャ２０Ｒとクリンチャ面２０Ｒａで接する他方の針足１０ｂには、
クリンチャ２０Ｌとクリンチャ２０Ｒが近づく方向に移動することで、それぞれ内側に折
り曲げられる力が加えられる。そして、クリンチャ２０Ｌとクリンチャ２０Ｒが上方に向
けて回転することで、それぞれ内側に折り曲げられる。
【０２１０】
　上ハンドルカバー７１が押されてマガジン５０が用紙Ｐを介してクリンチャホルダ２１
を押す力で、クリンチャホルダ２１が最下端位置まで下降すると、図３７（ｂ）に示すよ
うに、クリンチャ受２３に押し上げられたクリンチャ２０Ｌとクリンチャ２０Ｒが略水平
位置に復帰する。これにより、用紙Ｐを貫通したステープル１０の針足１０ｂが、用紙Ｐ
の面に沿うように曲げられてクリンチが完了する。
【０２１１】
　左右一対のクリンチャの回転動作でステープルの針足を折り曲げる構成では、用紙の綴
じ枚数が多く、用紙の裏面からの針足の突出量が少ない場合、クリンチャの回転支点より
上側でクリンチャ面に針足が当たる。このような状態で、針足の折り曲げを開始する動き
としてクリンチャが回転をすると、針足を外側に持ち上げるような力が掛かる。
【０２１２】
　これに対して、本実施の形態では、針足１０ｂの折り曲げを開始する動きとして、クリ
ンチャ２０Ｌとクリンチャ２０Ｒを近づける方向に移動させることで、針足１０ｂを内側
に折り曲げる力を加えることができる。これにより、クリンチャ２０Ｌ，２０Ｒの回転支
点より上側でクリンチャ面２０Ｌａ，２０Ｌｂに針足１０ｂが当たる状態でも、針足１０
ｂを内側に折り曲げる力を加えて、確実なクリンチ動作を行うことができる。
【０２１３】
　クリンチ終了後、上ハンドルカバー７１を押す力を解除すると、図示しないリターンス
プリングにより上ハンドルユニット１１ｂが押し上げられる。クリンチャホルダ２１を押
す力が解除されると、リターンバネ２５によりクリンチャホルダ２１が押し上げられる。
【０２１４】
　クリンチャホルダ２１の上昇動作で、クリンチャリンク２２Ｌは、軸２２Ｌａを支点に
上端側がクリンチャリンク２２Ｒから離れる方向に回転する。また、クリンチャホルダ２
１の上昇動作で、クリンチャリンク２２Ｒは、軸２２Ｒａを支点に上端側がクリンチャリ
ンク２２Ｌから離れる方向に回転する。
【０２１５】
　このように、クリンチャホルダ２１の上昇動作で、クリンチャリンク２２Ｌは、軸２０
Ｌｃがガイド穴２１Ｌに沿って移動し、クリンチャリンク２２Ｒは、軸２０Ｒｃがガイド
穴２１Ｒに沿って移動して、軸２０Ｌｃと軸２０Ｌｃの間隔が広くなる。
【０２１６】
　クリンチャ受２３に押し上げられて略水平位置に復帰したクリンチャ２０Ｌは、仕切り
板２６のバネ部２６Ｌｃで側面が押圧され、クリンチャ２０Ｒは、仕切り板２６のバネ部
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２６Ｒｃで側面が押圧される。
【０２１７】
　これにより、略水平位置に復帰したクリンチャ２０Ｌとクリンチャ２０Ｒは、自重で下
方へ回転することなく略水平な位置を保ちながら、図３８（ｂ）～図３８（ｃ）に示すよ
うに、クリンチャホルダ２１の上昇動作で、クリンチャ２０Ｌとクリンチャ２０Ｒが離れ
る方向に移動する。そして、クリンチャユニット２Ａが待機位置に復帰する。
【０２１８】
　左右一対のクリンチャの回転動作でステープルの針足を折り曲げる構成では、クリンチ
ャは回転方向への付勢力は受けておらず、針足による押圧で下方に回転し、クリンチャ受
けによる押し上げで復帰する。このため、クチンチャユニットが待機位置にある状態で、
クリンチャが下方に回転した状態となることがある。
【０２１９】
　このような状態では、クリンチャホルダの内側に空間が形成されることになり、異物が
入る原因となる。また、外観性が悪いと感じられる場合がある。
【０２２０】
　これに対して、本実施の形態では、仕切り板２６に設けたバネ部２６Ｌｃ，２６Ｒｃで
、クリンチャ２０Ｌ，２０Ｒの向きを保持することができるので、略水平位置にあるクリ
ンチャ２０Ｌとクリンチャ２０Ｒの向きを、ステープル１０の針足１０ｂによる押圧まで
保持することができる。
【０２２１】
　これにより、図１８等に示すように、待機状態では、クリンチャカバー４２の開口がク
リンチャ２０Ｌ，２０Ｒで塞がれた形態となり、異物が入る原因を排除することができる
。また、外観性を向上させることができる。
【０２２２】
　図３９は、クリンチャユニットの変形例を示す分解斜視図、図４０は変形例のクリンチ
ャユニットの動作の一例を示す動作説明図である。変形例のクリンチャユニット２Ｂは、
クリンチャ駆動機構として、溝によるガイドでクリンチャを回転及び離接する方向に移動
させる。
【０２２３】
　クリンチャユニット２Ｂは、用紙を貫通したステープル１０の針足１０ｂを折り曲げる
一対のクリンチャ２７Ｌ，２７Ｒと、クリンチャ２７Ｌとクリンチャ２７Ｒを支持するク
リンチャホルダ２８を備える。
【０２２４】
　また、クリンチャユニット２Ｂは、クリンチャホルダ２８の昇降方向への移動をガイド
すると共に、クリンチャ２７Ｌ，２７Ｒの回転及び離接する方向への移動をガイドするホ
ルダガイド２９を備える。更に、クリンチャユニット２Ｂは、クリンチャホルダ２８の昇
降動作でクリンチャ２７Ｌ，２７Ｒを押し上げるクリンチャ受２９ａを備える。
【０２２５】
　クリンチャユニット２Ｂは、クリンチャ２７Ｌとクリンチャ２７Ｒが、ステープル１０
の針クラウン１０ａに沿った左右方向、及び針クラウン１０ａに対して直交する前後方向
に位置をずらして配置される。
【０２２６】
　クリンチャ２７Ｌは、ステープル１０の一方の針足１０ｂに対向して配置され、針足１
０ｂに対向する上面に、前後方向に位置をずらして配置されるクリンチャ２７Ｒに向けて
下降する方向に傾斜したクリンチャ面２７Ｌａが形成される。また、クリンチャ２７Ｌは
、クリンチャ受２９ａに対向する一方の端部側の下面に、クリンチャ受２９ａに押圧され
る押圧面２７Ｌｂが形成される。
【０２２７】
　クリンチャ２７Ｌは、軸２７Ｌｃによりクリンチャホルダ２８のガイド穴２８Ｌａに回
転及び水平方向に移動可能に支持される。また、クリンチャ２７Ｌは、他方の端部側が、
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軸２７Ｌｄによりクリンチャホルダ２８のガイド穴２８Ｌｂ及びホルダガイド２９のガイ
ド穴２９Ｌｂに沿って移動可能に支持される。
【０２２８】
　クリンチャ２７Ｒは、ステープル１０の他方の針足１０ｂに対向して配置され、針足１
０ｂに対向する上面に、前後方向に位置をずらして配置されるクリンチャ２７Ｌに向けて
下降する方向に傾斜したクリンチャ面２７Ｒａが形成される。また、クリンチャ２７Ｒは
、クリンチャ受２９ａに対向する一方の端部側の下面に、クリンチャ受２９ａに押圧され
る押圧面２７Ｒｂが形成される。
【０２２９】
　クリンチャ２７Ｒは、軸２７Ｒｃによりクリンチャホルダ２８のガイド穴２８Ｒａに回
転及び水平方向に移動可能に支持される。また、クリンチャ２７Ｒは、他方の端部側が、
軸２７Ｒｄによりクリンチャホルダ２８のガイド穴２８Ｒｂ及びホルダガイド２９のガイ
ド穴２９Ｒｂに沿って移動可能に支持される。
【０２３０】
　クリンチャホルダ２８は、ガイド穴２８Ｌａ及びガイド穴２８Ｒａが、水平方向に延在
する長穴で構成される。また、クリンチャホルダ２８は、ガイド穴２８Ｌｂ及びガイド穴
２８Ｒｂが、上端側より下端側の間隔が狭くなる方向に傾斜した長穴で構成される。
【０２３１】
　ホルダガイド２９は、ガイド穴２９Ｌｂ及びガイド穴２９Ｒｂが、上端側より下端側の
間隔が狭くなる方向に傾斜した長穴で構成される。クリンチャユニット２Ｂは、ホルダガ
イド２９のガイド穴２９Ｌｂ及びガイド穴２９Ｒｂを通るクリンチャ２７Ｌ，２７Ｒの軸
２７Ｌｄ，２７Ｒｄの軌跡と、クリンチャ受２９ａによりクリンチャ２７Ｌ，２７Ｒを押
し上げる動作で、クリンチャ２７Ｌとクリンチャ２７Ｒを回転及び離接する方向に移動さ
せる。
【０２３２】
　変形例のクリンチャユニットの動作について説明すると、図４０（ａ）に示すように、
ステープル１０の針足１０ｂの先端が用紙Ｐを貫通して用紙Ｐの裏面から突出すると、一
方の針足１０ｂがクリンチャ２７Ｌに接触し、他方の針足１０ｂがクリンチャ２７Ｒに接
触する。針足１０ｂの先端が用紙Ｐの裏面から突出を開始した段階では、クリンチャホル
ダ２８の下降が規制される。
【０２３３】
　ステープル１０が更に打ち出され、針足１０ｂの先端が用紙Ｐを貫通するとクリンチャ
ホルダ２８の下降が可能になる。これにより、用紙Ｐを介してクリンチャホルダ２８を押
す力で、図４０（ｂ）に示すように、クリンチャホルダ２８が下降する。
【０２３４】
　クリンチャホルダ２８の下降動作で、クリンチャ２７Ｌは、クリンチャホルダ２８のガ
イド穴２８Ｌａにガイドされる軸２７Ｌｃが、クリンチャ２７Ｒに近づく方向に移動し、
ホルダガイド２９のガイド穴２９Ｌｂにガイドされる軸２７Ｌｄが、クリンチャ２７Ｒに
近づく方向に移動する。また、クリンチャホルダ２８の下降動作で、クリンチャ２７Ｒは
、クリンチャホルダ２８のガイド穴２８Ｒａにガイドされる軸２７Ｒｃが、クリンチャ２
７Ｌに近づく方向に移動し、ホルダガイド２９のガイド穴２９Ｒｂにガイドされる軸２７
Ｒｄが、クリンチャ２７Ｌに近づく方向に移動する。
【０２３５】
　これにより、クリンチャ２７Ｌ，２７Ｒは、クリンチャホルダ２８の下降動作で、軸２
７Ｌｃと軸２７Ｒｃとの間隔が狭くなり、クリンチャ２７Ｌとクリンチャ２７Ｒが近づく
方向に移動する。
【０２３６】
　また、クリンチャホルダ２８の下降動作で、クリンチャ２７Ｌは、押圧面２７Ｌｂがク
リンチャ受２９ａに押圧され、クリンチャ２７Ｒは、押圧面２７Ｒｂがクリンチャ受２９
ａに押圧される。
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【０２３７】
　これにより、クリンチャ２７Ｌは、クリンチャホルダ２８のガイド穴２８Ｌａにガイド
される軸２７Ｌｃを支点に上方へ回転し、クリンチャ２７Ｒは、クリンチャホルダ２８の
ガイド穴２８Ｒａにガイドされる軸２７Ｒｃを支点に上方へ回転する。
【０２３８】
　従って、クリンチャ２７Ｌとクリンチャ面２７Ｌａで接するステープル１０の一方の針
足１０ｂと、クリンチャ２７Ｒとクリンチャ面２７Ｒａで接する他方の針足１０ｂには、
クリンチャ２７Ｌとクリンチャ２７Ｒが近づく方向に移動することで、それぞれ内側に折
り曲げられる力が加えられる。そして、クリンチャ２７Ｌとクリンチャ２７Ｒが上方に向
けて回転することで、それぞれ内側に折り曲げられる。
【０２３９】
　クリンチャホルダ２８が最下端位置まで下降すると、図４０（ｃ）に示すように、クリ
ンチャ受２９ａに押し上げられたクリンチャ２７Ｌとクリンチャ２７Ｒが略水平位置にな
る。これにより、用紙Ｐを貫通したステープル１０の針足１０ｂが、用紙Ｐの面に沿うよ
うに曲げられてクリンチが完了する。
【０２４０】
　次に、各図を参照して、用紙Ｐを貫通した針足１０ｂを前後にずらして折り曲げる動作
について説明する。クリンチャ２０Ｌとクリンチャ面２０Ｌａで接するステープル１０の
一方の針足１０ｂと、クリンチャ２０Ｒとクリンチャ面２０Ｒａで接する他方の針足１０
ｂは、クリンチャ２０Ｌとクリンチャ２０Ｒが近づく方向に移動する動作と、上方に向け
て回転する動作で、それぞれ内側に折り曲げられる。
【０２４１】
　クリンチャユニット２Ａは、ステープル１０の針クラウン１０ａに対して傾けられて配
置され、クリンチャ２０Ｌとクリンチャ２０Ｒは、図１６に示すように、ステープル１０
の針クラウン１０ａに対して傾けられ、かつ、前後に位置をずらして配置される。
【０２４２】
　これにより、クリンチャ２０Ｌ，２０Ｒの水平移動及び回転動作で、ステープル１０の
一方の針足１０ｂは、図１７に示すクリンチャ面２０Ｌａの傾斜により、クリンチャ２０
Ｒ側に近づく矢印ＮＬ方向に誘導されながら、斜めに曲げられる。また、他方の針足１０
ｂは、クリンチャ面２０Ｒａの傾斜により、クリンチャ２０Ｌ側に近づく矢印ＮＲ方向に
誘導されながら、斜めに曲げられる。
【０２４３】
　ステープル１０の一方の針足１０ｂと他方の針足１０ｂは、互いが近づく方向に移動し
ながら折り曲げられて、それぞれ仕切り板２６の仕切り部２６ｂに接する。
【０２４４】
　これにより、用紙Ｐの綴じ枚数が少ない場合、図１１（ｃ）に示すように、２本の針足
１０ｂが仕切り板２６の板厚分の隙間を開けて重ならずに折り曲げられる。
【０２４５】
　クリンチャに溝を設けて針足をガイドする構成では、溝と溝の間の凸部の厚さが必要で
、針足の間隔を狭くすることができない。また、クリンチャの間に仕切りが無いと、針足
同士が重なる可能性がある。
【０２４６】
　本実施の形態では、仕切り板２６を利用してクリンチャ２０Ｌとクリンチャ２０Ｒを仕
切ることで、２本の針足１０ｂを重ねることなく狭い隙間で折り曲げることができる。仕
切り板２６は、クリンチャ２０Ｌ，２０Ｒの向きを保つバネとしても機能するので、ステ
ープル１０に対して強度の高い薄鋼板で構成することができる。
【０２４７】
　これにより、２本の針足１０ｂの隙間を、仕切り板２６で規定される最低限の隙間とす
ることができる。
【０２４８】
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　次に、各図を参照して、クリンチャユニット２Ａの向きを待機状態と押圧を受けた状態
で同じ向きに保つ動作について説明する。図１９及び図２０で説明したように、クリンチ
ャホルダ２１は、クリンチャ２０Ｌ，２０Ｒに対して後方に位置する後側ホルダ２１ｂが
リターンバネ２５で押し上げられ、クリンチャ２０Ｌ，２０Ｒに対して前方に位置する前
側ホルダ２１ａが、軸２２Ｌａ，２２Ｒａで上方向への移動が規制される。
【０２４９】
　これにより、クリンチャ２０Ｌ，２０Ｒが取り付けられたクリンチャホルダ２１は、リ
ターンバネ２５で押し上げられる待機状態で、矢印Ｆ１で示す前傾した状態を保つ。
【０２５０】
　ステープル１０の針足１０ｂが用紙Ｐを貫通する力で、用紙Ｐを介してクリンチャホル
ダ２１が下方へ押されると、貫通荷重Ｆ２がクリンチャホルダ２１に掛かる。クリンチャ
ホルダ２１は、後側ホルダ２１ｂがスライダ３の係止部３０に載った状態であり、貫通荷
重Ｆ２が掛かると、やはり矢印Ｆ１で示す前傾した状態を保つ。
【０２５１】
　クリンチャホルダ２１の昇降は、クリンチャガイド２４ａでガイドされるが、高さ方向
の寸法を短くするため、クリンチャガイド２４ａの高さが短くなってくると、前後方向へ
の傾きが生じやすくなる。
【０２５２】
　貫通荷重か掛かる前後でクリンチャの向きが変化すると、用紙の位置がずれることで用
紙を貫通している間に用紙内で針足が前後にずれ、用紙を針足が貫通せずに綴じられない
場合がある。本実施の形態では、貫通荷重が掛かる前後で、クリンチャホルダ２１の向き
が変わらないので、用紙Ｐのずれを抑えることができ、ステープル１０の針足を確実に貫
通させることができる。
【０２５３】
　なお、本実施の形態では、クリンチャユニット２Ａの後方にスライダ３が配置されるの
で、後側ホルダ２１ｂに押し上げ力を掛けるようにしたが、クリンチャユニットの前方に
スライダ３が配置される構成であれば、前側ホルダに押し上げ力を掛けるようにすれば、
貫通荷重が掛かる前後でクリンチャホルダの向きを同じにすることができる。
【０２５４】
　次に、各図を参照して、マガジン５０のロック機構５４の動作について説明する。図２
８（ａ）に示すように、マガジン５０がマガジンガイド５１に収納された状態では、マガ
ジン５０に取り付けられたステープルガイド５２の後端側と、マガジンストッパ５４ａの
バネ押圧部５４ｅとの間でマガジンロックバネ５４ｃが圧縮される。
【０２５５】
　マガジンストッパ５４ａは、バネ押圧部５４ｅが押圧されることで、ロック爪５４ｄが
マガジン５０のロック開口部５０ｅに嵌まる方向に、軸５４ｆを支点に回転し、ロック爪
５４ｄがロック開口部５０ｅに嵌まる。これにより、マガジン５０は、マガジンガイド５
１に収納された状態が保持される。
【０２５６】
　図２８（ｂ）に示すように、プッシャスイッチ５４ｂは、スイッチ部５４ｇが押される
と、軸５４ｈを介して連結されたマガジンストッパ５４ａを、軸５４ｆを支点に回転させ
て、マガジンストッパ５４ａのロック爪５４ｄをマガジン５０のロック開口部５０ｅから
外す。
【０２５７】
　マガジンストッパ５４ａのロック爪５４ｄがマガジン５０のロック開口部５０ｅから外
れると、圧縮されていたマガジンロックバネ５４ｃが復元する力で、マガジン５０が前方
に押圧され、マガジンガイド５１からマガジン５０が引き出される。
【０２５８】
　マガジン５０を収納する際には、マガジン５０をマガジンガイド５１に押し込んで行く
と、マガジン５０のステープルガイド５２が、マガジンロックバネ５４ｃを介してマガジ



(29) JP 5776380 B2 2015.9.9

10

20

30

ンストッパ５４ａのバネ押圧部５４ｅを押圧する。これにより、マガジンストッパ５４ａ
は、ロック爪５４ｄがマガジン５０のロック開口部５０ｅに嵌まる方向に軸５４ｆを支点
に回転し、ロック爪５４ｄがロック開口部５０ｅに嵌まる。
【０２５９】
　マガジンをスライドさせる構成では、ステープルを押圧するプッシャスプリングの力を
利用して、マガジンが突出するようにしていた。このため、収納されているステープルの
本数が多い場合は、マガジンの突出量が多くなるが、ステープルの本数が少ない、あるい
はステープルが収納されていない状態では、マガジンの突出量が少なくなる。
【０２６０】
　これに対して、本実施の形態では、マガジンロックバネ５４ｃは、マガジン５０内のス
テープル１０の残数によらず、ロック機構５４がロックされることで一定の押圧力を受け
、マガジン５０の突出量を略一定とすることができる。
【産業上の利用可能性】
【０２６１】
　本発明は、針足の長いステープルを使用して用紙の綴じ枚数を増やせるようにしたステ
ープルに適用される。
【符号の説明】
【０２６２】
　１Ａ・・・ステープラ、１０・・・ステープル、１０ａ・・・針クラウン、１０ｂ・・
・針足、１１ａ・・・下ハンドルユニット、１１ｂ・・・上ハンドルユニット、２Ａ，２
Ｂ・・・クリンチャユニット、２０Ｌ，２０Ｒ・・・クリンチャ、２１・・・クリンチャ
ホルダ、２２Ｌ，２２Ｒ・・・クリンチャリンク、２３・・・クリンチャ受、２４・・・
クリンチャフレーム、２５・・・リターンバネ、２６・・・仕切り板、３・・・スライダ
、３０・・・係止部、３１・・・リンク受け部、４・・・下ハンドルフレーム、４０・・
・上ハンドル取付部、４１・・・下ハンドルカバー、４２・・・クリンチャカバー、５・
・・マガジンユニット、５０・・・マガジン、５１・・・マガジンガイド、５２・・・ス
テープルガイド、５３・・・ステープルホルダ、５４・・・ロック機構、５５・・・プッ
シャ、５５ａ・・・プッシャスプリング、５６・・・スプリングガイド、５７・・・ガイ
ドカバー、５８・・・リンク、６・・・ドライバユニット、６０・・・ドライバ、６１・
・・ドライバアーム、７・・・ハンドルユニット、７０・・・ハンドルアーム、７１・・
・上ハンドルカバー、７２・・・フロントカバー
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